
平成22年

2010.No.54
9月号

サマーカーニバルが８月21日、蓮沼海浜公園で開催され
ました。
フラダンスや情熱的なサンバの踊り、大道芸などが行われ、
観衆の目を楽しませていました。また、７００発の花火が
夜空を彩りました。

夏の夜空に、大輪の花

サンバ隊による演舞
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①
家
の
中
・
家
の
外
の

　
　
　
　
　
　
　
安
全
対
策

○
家
の
中
の
安
全
対
策

 

・ 

家
具
や
電
化
製
品
な
ど
の
転
倒
や
落
下
防

止
を
施
し
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
通
路
や
出
入

り
口
に
荷
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

 

・ 

消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
、
火
災
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
家
の
外
の
安
全
対
策

 

・ 

屋
根
瓦
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
に
ひ
び
割
れ

や
ず
れ
な
ど
が
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ

う
。

 

・ 

ベ
ラ
ン
ダ
に
置
い
た
植
木
鉢
な
ど
が
強
風

で
飛
ば
さ
れ
た
り
、
地
震
で
落
ち
な
い
よ

う
配
置
し
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

ア
ン
テ
ナ
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ

は
、
し
っ
か
り
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

 
・ 
日
ご
ろ
か
ら
家
族
で
避
難
所
ま
で
の
ル
ー

ト
や
、
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
の
行
動
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
な
ど
で
防
災
訓

練
を
実
施
し
、
地
域
や
近
隣
の
方
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

【
自
主
防
災
組
織
を

　
　
　
結
成
し
ま
し
ょ
う
】

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

は
、
地
域
や
近
隣
の
人
た
ち
と
互
い
に

協
力
し
な
が
ら
、
防
災
活
動
に
組
織
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
い
ざ
災
害
が
起

こ
っ
た
と
き
に
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
地
域
住
民

の
自
衛
意
識
と
連
帯
感
に
基
づ
い
て
、

区
会
、
自
治
会
単
位
で
自
主
的
に
活
動

し
て
い
た
だ
く
組
織
で
す
。

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

促
進
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
な

ど
に
つ
い
て
は
消
防
防
災
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

災
害
に
対
す
る

  
備
え
は
万
全
で
す
か
？

   

②
日
ご
ろ
か
ら
の
訓
練  

　
「
防
災
の
日
」
は
、
１
９
２
３
年
（
大
正
12
年
）
９
月
１
日
に
発
生
し

た
関
東
大
震
災
を
教
訓
に
定
め
ら
れ
た
日
で
す
。

　

大
き
な
災
害
時
に
は
市
や
県
、
消
防
署
な
ど
の
行
政
機
関
の
「
公
助
」

だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」、
地

域
や
近
隣
の
人
た
ち
と
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
助
け
合
う
「
共
助
」

が
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
こ
の
機
会
に
普
段
か
ら
災
害
を
想
定
し
て
「
今
、
こ
の
場
所
で
地
震

が
発
生
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
」
を
意
識
し
、
家
族
や
近
隣

に
住
む
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
防
災
の
日
」
は
、
１
９
２
３
年
（
大
正
12
年
）
９
月
１
日
に
発
生
し

た
関
東
大
震
災
を
教
訓
に
定
め
ら
れ
た
日
で
す
。

　

大
き
な
災
害
時
に
は
市
や
県
、
消
防
署
な
ど
の
行
政
機
関
の
「
公
助
」

だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」、
地

域
や
近
隣
の
人
た
ち
と
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
助
け
合
う
「
共
助
」

が
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
こ
の
機
会
に
普
段
か
ら
災
害
を
想
定
し
て
「
今
、
こ
の
場
所
で
地
震

が
発
生
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
」
を
意
識
し
、
家
族
や
近
隣

に
住
む
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

9月1日は 『防災の日』9月1日は 『防災の日』
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③
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　   

災
害
用
伝
言
板

○
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」

　

災
害
が
発
生
し
た
時
は
電
話
が
か
か
り
に

く
く
な
り
家
族
間
等
で
連
絡
が
取
り
づ
ら
く

な
る
た
め
、
安
否
を
伝
え
る
声
の
伝
言
板
と

し
て
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
が
用
意
さ
れ
ま

す
。
使
用
方
法
に
つ
い
て
は
、「
１
７
１
」

を
ダ
イ
ヤ
ル
し
音
声
案
内
に
従
っ
て
操
作
し

て
く
だ
さ
い
。

○
災
害
用
伝
言
板

　

携
帯
電
話
各
社
で
は
、
災
害
が
発
生
す
る

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
災
害
伝
言
板
が
表
示
さ
れ
、
安
否

情
報
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、２
０
１
０
年
３
月
よ
り
携
帯
電
話
・

Ｐ
Ｈ
Ｓ
事
業
者
５
社
（
ｄ
ｏ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
、
ａ

ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
ウ
ィ
ル
コ
ム
、
イ
ー

モ
バ
イ
ル
）
で
は
、
安
否
情
報
を
知
り
た
い

け
れ
ど
相
手
の
加
入
す
る
事
業
者
を
知
ら
な

い
場
合
で
も
、
迅
速
な
検
索
・
確
認
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
い
使
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
各
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
や
災
害
用
伝
言
板

は
毎
月
１
日
や
防
災
週
間
な
ど
に
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
各
社

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
サ
ー
ビ
ス

に
よ
っ
て
体
験
で
き
る
日
が
違
う
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。）

【
地
震
体
験
車
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？
】

　

自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
な
ど
で
訓
練
を

実
施
す
る
際
に
、
千
葉
県
で
保
有
し
て
い
る

地
震
体
験
車
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

地
震
を
体
感
し
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
に
は
と
て
も
良
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
す
る
に
は
日
程
調
整
な
ど
が
必
要
で

す
の
で
、
消
防
防
災
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
日
程
に
よ
っ
て
は
ご
希
望
に
添
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。）

   

④
非
常
用
品
の
準
備
・
点
検

　

緊
急
避
難
の
と
き
に
持
っ
て
逃
げ
る
「
非

常
持
出
品
」
と
、
災
害
復
旧
ま
で
の
間
の
生

活
を
さ
さ
え
る
「
非
常
備
蓄
品
」
の
準
備
や

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

○�

非
常
持
出
品
（
男
性
15
㎏
、
女
性
10
㎏
ま

で
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
）

 

・ 

水
、非
常
食
品
、携
帯
ラ
ジ
オ
、懐
中
電
灯
、

予
備
の
電
池
、
救
急
医
療
品
、
ラ
イ
タ
ー
、

衣
類
、
雨
具
、
貴
重
品
な
ど

○
非
常
備
蓄
品

 

・ 

非
常
食
品
（
乾
パ
ン
、米
、缶
詰
、菓
子
類
）、

３
日
分
の
飲
料
水（
目
安
：１
人
１
日
３
ℓ
）、

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
割
り
箸
、
コ
ッ
プ
な
ど

阪神淡路大震災の様子▶
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行政からの

お らせ知
information

【
成
東
地
域
】

 

・
山
武
市
役
所
・
成
東
小
学
校

 

・
大
富
小
学
校 

・
南
郷
小
学
校

 

・
鳴
浜
小
学
校 

・
緑
海
小
学
校

 

・
成
東
中
学
校 

・
成
東
東
中
学
校

 

・
千
葉
県
立
成
東
高
等
学
校

 

・
成
東
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

・
成
東
総
合
運
動
公
園

【
山
武
地
域
】

 

・
睦
岡
小
学
校 

・
日
向
小
学
校

 

・
山
武
北
小
学
校 

・
山
武
西
小
学
校

 

・
山
武
中
学
校 

・
山
武
南
中
学
校

 

・
さ
ん
ぶ
の
森
公
園

 

・
む
つ
み
の
お
か
幼
稚
園 

 

・
日
向
幼
稚
園  

・
山
武
保
健
セ
ン
タ
ー 

 

・
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
会
館 

 

・
さ
ん
ぶ
の
森
公
園
文
化
ホ
ー
ル

【
松
尾
地
域
】

 

・
山
武
市
役
所
松
尾
出
張
所

 

・
松
尾
小
学
校 

・
大
平
小
学
校

 

・
豊
岡
小
学
校 

・
松
尾
中
学
校

 
・
松
尾
運
動
公
園 

・
大
平
保
育
所 

 
・
豊
岡
保
育
所 

 

・
ま
つ
お
認
定
こ
ど
も
園 

 

・
千
葉
県
立
松
尾
高
等
学
校 

 

・
松
尾
洗
心
館 

 

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

【
蓮
沼
地
域
】

 

・
蓮
沼
小
学
校
・
蓮
沼
中
学
校

 

・
蓮
沼
中
央
会
館

 

・
蓮
沼
保
健
セ
ン
タ
ー

 

・
蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

　

総
務
課
消
防
防
災
係
☎

（80）
１
１
１
６

　

災
害
時
に
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
「
災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

開�

催
日　

10
月
13
日
㈬
～
15
日
㈮
（
全

３
日
間
）

場�　

所　

千
葉
市
消
防
局
、
千
葉
県
消

防
学
校

参�

加
費　

１
人
１
３
，
９
０
０
円
（
学

生
９
，
９
０
０
円
）

募�

集
人
員　

40
人
（
先
着
順
）

　
　
　
　

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推

進
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
０
３（
３
５
８
４
）４
０
８
５

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
・
防
災
行
政
無
線
な
ど
か
ら
正
確
な

情
報
を
い
ち
早
く
入
手
し
、
次
の
行
動

が
と
れ
る
よ
う
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

【パソコンサイト】
・気象庁　〔http://www.jma.go.jp/〕
・銚子地方気象台　〔http://www.jma-net.go.jp/choshi/〕
・千葉県防災ポータルサイト　〔http://www.bousai.pref.chiba.lg.jp/portal/〕
【携帯サイト】
・国土交通省防災情報提供センター（全国の気象情報や河川の水位情報など
の情報を知ることができます）

〔http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html〕
・ 千葉県防災ポータルサイト（千葉県内の防災情報などの情報を知ることが

できます。）
〔http://www.bousai.pref.chiba.lg.jp/portal/mobile/index.jsp〕
・ ちば防災メール（メール配信の登録した場合、千葉県内の気象警報の発令

や震度３以上の地震が観測された際の震源等の情報が配信されます。）
〔http://www.bousai.pref.chiba.lg.jp/portal/mobile/bousaimail/gq65_1.html〕

防災情報提供センター
携帯端末用QRコード

千葉県防災ポータルサイト
携帯端末用QRコード

ちば防災メール登録

問

【
市
内
の
避
難
場
所
】

  

⑤ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に

よ
る
災
害
情
報
の
入
手

申  

・  

問
千
葉
第
26
期

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
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成
東
駅
爆
破
か
ら
65
年

叙
位 

正
六
位
を
受
章

健
　
　
闘

平
和
を
願
い

被
爆
地
広
島
へ
千
羽
鶴
を

第
25
回
成
田
空
港
周
辺

児
童
書
道
・
絵
画
展

山
武
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
啓
発
事
業

　

山
武
市
で
は
非
核
平
和
都
市
を
宣
言

し
て
い
る
ま
ち
と
し
て
、
市
内
小
学
生

に
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
大
切

さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
啓
発
事

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
小
学
校
３
年
生
以
上
の
児
童
を

対
象
に
、原
爆
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
り
、
千
羽
鶴
を
折
っ
て
い
た
だ

き
、
全
部
で
５
０
０
０
羽
の
千
羽
鶴
が

で
き
ま
し
た
。
山
武
市
役
所
市
民
ホ
ー

ル
に
７
月
21
日
か
ら
８
月
15
日
ま
で
展

示
し
た
後
、
広
島
平
和
記
念
公
園
に
あ

る
「
原
爆
の
子
の
像
」
へ
捧
げ
ま
し
た
。

山
武
市
非
核
平
和
都
市
宣
言

　

世
界
の
恒
久
平
和
は
、人
類
共
通
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
で
は
い
ま
だ
戦
争
が
や

ま
ず
、
た
く
さ
ん
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
核
兵
器

は
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

我
が
国
は
世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
の
被
爆
国
と
し

て
、
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
と
被
爆
者
の
苦
し
み
を

全
世
界
の
人
々
に
訴
え
、
こ
の
か
け
が
え
の
な
い

美
し
い
地
球
と
、
人
類
が
築
き
あ
げ
た
偉
大
な
遺

産
を
後
世
へ
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
山
武
市
民
は
、
世
界
の
恒
久
平
和
を

心
か
ら
祈
り
、
国
是
で
あ
る
非
核
三
原
則
の
堅
持

と
、
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の
す
み
や
か
な
廃
絶
を
強

く
訴
え
、こ
こ
に
非
核
平
和
都
市
を
宣
言
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
19
年
７
月
３
日
宣
言
）

　

７
月
29
日
、
近
隣
１
２
１
校
の
小
学

生
（
小
学
１
年
～
６
年
）
を
対
象
に
、

第
25
回
成
田
空
港
周
辺
児
童
書
道
・
絵

画
展
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
応
募
総
数
１
９
，
８
８
４
点
・
書
道

の
部
１
０
，
５
７
５
点
・
絵
画
の
部

９
，
３
０
９
点

入
賞
者
の
紹
介
（
敬
称
略
）

【
書
道
の
部
】

最
優
秀
賞　

３
年
生
の
部

　
　
　
　
　

芹
川　

瑞
季
（
蓮
沼
小
）

　
　
　
　
　

６
年
生
の
部

　
　
　
　
　

亀
井　

真
愛
（
南
郷
小
）

※ 

市
で
は
他
に
も
書
道
の
部
金
賞
２

人
、
銀
賞
３
人
、
銅
賞
３
人
、
絵
画

の
部
金
賞
１
人
、
銀
賞
２
人
、
銅
賞

１
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

元
松
尾
町
議
会
議
員

故　

竹た
け
う
ち内　

嘉よ
し
お雄�

氏
（
松
尾
町
山
室
）

　

故
人
は
、
松
尾
町
議
会
議
員
と
し
て

昭
和
46
年
８
月
に
当
選
以
来
、
平
成
11

年
７
月
ま
で
、
７
期
28
年
に
わ
た
り
地

域
住
民
の
代
表
と
し
て
、
地
方
自
治
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
正
六
位
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
46
回
千
葉
県
消
防
操
法
大
会
が
７

月
24
日
、
千
葉
県
消
防
学
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
山
武
郡
市
の
代
表
と
し
て
、

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
第
４
分
団
第
２

部
（
本
須
賀
岡
）、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
第
３
分
団
第
２
部
（
小
泉
・
富
口
・

富
田
幸
谷
）
が
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
努

力
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
最
優

秀
３
番
員
に
海か

い
ほ
よ
し
あ
き

保
祐
章
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

▲小型ポンプ操法の部

▼ポンプ車操法の部

▲非核平和千羽鶴▲献花する椎名市長

　

昭
和
20
年
８
月
13
日
に
起
こ
っ
た
米

軍
機
に
よ
る「
成
東
駅
爆
破
」か
ら
65
年
。

　

今
年
も
犠
牲
者
を
弔
う
献
花
式
が
８

月
13
日
、
Ｊ
Ｒ
成
東
駅
「
礎
」
の
碑
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

椿
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
長
を
は
じ
め
椎
名

市
長
、
松
下
県
議
、
大
塚
議
長
、
関
係

者
ら
が
列
席
し
、
こ
の
惨
劇
を
風
化
さ

せ
ず
後
世
に
伝
て
い
く
こ
と
を
約
束

し
、
犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
と
う

を
捧
げ
ま
し
た
。
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行政からの

お らせ知
information

　広報７月号でお知らせしたとおり、10月から「山武市基幹バス」の第 1期実証実験運行が始まります。
　今回は、基幹バスの運行内容についてお知らせします。

基幹バスとは？
　基幹バスは、各地域の拠点や主要施設などを結ぶコミュニティバスで、時刻表に基づいて決まったルー
トを運行します。
第 1 期実証実験（H22.10 月～ H23.3 月）の運行内容
　運行経路： 蓮沼海浜公園－中下－蓮沼出張所－大平小学校入口－本柏・アブラヤ前－松尾ＩＴ保健福祉

センター－松尾駅－松尾ふれあい館－早船郵便局前－富田東－成東車庫前－成東駅－山武市
役所－さんむ医療センター－ＪＡ山武郡市本所前－板附－観音谷－日向駅－七福食堂前－あ
ららぎ館－さんぶの森公園－埴谷嵯峨山－さんぶの森元気館

　運 行 日：土日祝日を含む毎日（年末年始を除く）
　運行便数：平日：片道 7 便（7:50 ～ 18:22）、土日祝日：片道 6 便（9:30 ～ 18:22）
　　　　　　※概ね 1 時間 20 分に 1 本運行します。運行ダイヤは広報 10 月号でお知らせします。
　運　　賃： １回の乗車につき大人（中学生以上）200 円、小人（中学生未満）100 円、小学生未満およ

び身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方は無料。
　　　　　　 乗合タクシーまたは山武地域で運行している巡回バスへ乗り継ぐ場合は、200 円の乗継割引

があります。
　　　　　　※  10 月１日から巡回バスの運賃は、１回の乗車につき、現在の 100 円から 200 円に変更と

なります。
※上記の運行内容は、今後変更となる場合があります。

蓮沼海浜公園～さんぶの森元気館を結ぶ

山武市基幹バスの運行が10月からスタートします！
蓮沼海浜公園～さんぶの森元気館を結ぶ

山武市基幹バスの運行が10月からスタートします！

企画政策課企画係　☎（80）1131問

基幹バスの運行ルート図
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現
在
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
平
成

23
年
（
２
０
１
１
年
）
７
月
24
日
で
終

了
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
い
た
だ

く
た
め
に
、「
総
務
省　

千
葉
県
テ
レ

ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
愛
称
：

デ
ジ
サ
ポ
千
葉
）
で
は
、
山
武
市
内
で

受
信
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

受
信
方
法
な
ど
の
質
問
や
相
談
に
お
応

え
し
ま
す
の
で
、
現
在
ア
ナ
ロ
グ
放
送

を
ご
覧
の
方
、
地
デ
ジ
化
で
お
困
り
の

方
は
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
が
開
催
す
る
無
料
の
相
談
会

で
す
。
機
器
の
販
売
や
契
約
の
勧
誘
な

ど
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。先
着
順
に
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日　

時　

９
月
27
日
㈪
～
10
月
１
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
半

場　

所　

山
武
市
役
所
ロ
ビ
ー

地
デ
ジ
全
般
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
先

総
務
省
千
葉
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
４
３（
３
３
３
）７
１
０
０

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、土
・
日
・

祝　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

相
談
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
千
葉
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
４
３（
３
０
８
）０
４
６
１

（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」

受
信
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

地
方
独
立
行
政
法
人
さ
ん
む
医
療
セ

ン
タ
ー
の
医
師
確
保
を
図
る
た
め
、
将

来
医
師
と
し
て
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー

の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
医
学
部

の
学
生
な
ど
に
、
修
学
に
必
要
な
奨
学

金
を
貸
し
付
け
し
ま
す
。

応�

募
資
格　

山
武
市
に
５
年
以
上
住
所

を
有
し
た
こ
と
が
あ
り
、
さ
ん
む
医

療
セ
ン
タ
ー
で
診
療
業
務
に
従
事
す

る
意
思
の
あ
る
医
学
部
大
学
生
、
臨

床
研
修
医
、
大
学
院
生
で
す
。

貸
付
額
及
び
募
集
人
員

①
奨
学
金
（
月
額
20
万
円
）

　

 

大
学
１
年
生
～
６
年
生
、
臨
床
研
修

医
ま
た
は
大
学
院
生　

２
人

②
修
学
一
時
金
（
一
千
万
円
以
内
）

　

大
学
１
年
生
～
６
年
生　

１
人

貸�

付
期
間　

大
学
卒
業
、
臨
床
研
修
修

了
ま
た
は
大
学
院
課
程
修
了
ま
で
。

勤�

務
期
間　

貸
付
期
間
と
同
期
間
、
さ

ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

奨�

学
金
の
償
還
免
除　

貸
付
期
間
と
同

期
間
、
医
師
と
し
て
さ
ん
む
医
療
セ

ン
タ
ー
で
勤
務
し
た
と
き
、
奨
学
金

の
償
還
お
よ
び
利
息
を
全
額
免
除
し

ま
す
。

保�

証
人　

申
請
に
は
２
人
の
保
証
人
が

必
要
で
す
。

応�

募
方
法　

地
域
医
療
推
進
課
に
お
問

合
せ
の
上
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

平
成
23
年
３
月
31
日
㈭

〒
２
８
９
─
１
３
９
２　

千
葉
県
山
武

市
殿
台
２
９
６
番
地
（
成
東
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）　

山
武
市
保
健
福
祉
部
地
域
医
療
推
進
課

　
　

☎
（80）
１
１
７
３
／　

（80）
１
１
７
７

平
成
23
年
度　

医
学
生
奨
学
金
等

　
　
　
　
貸
付
者
募
集
！

申  

・  

問
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
重
要
な
調
査
で
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
項
目
は
、

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
日
、
就
業
状

態
、
通
勤
・
通
学
地
な
ど
20
項
目
で
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
は
、
統
計
の
作
成
に
関
連
す

る
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

９
月
下
旬
よ
り
調
査
員
が
、
皆
さ
ん

の
お
宅
に
調
査
票
の
配
布
に
伺
い
ま
す

の
で
、
調
査
票
が
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
10
月
１
日
現
在
の
皆
さ
ん
の
状

況
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
郵
送

で
提
出
す
る
か
、
調
査
書
類
収
納
封
筒

に
入
れ
て
封
を
し
た
上
で
調
査
員
に
渡

す
方
法
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

調
査
票
の
記
入
の
仕
方
な
ど
、
不
明

な
点
が
あ
れ
ば
相
談
窓
口
ま
た
は
企
画

政
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

国
勢
調
査
相
談
窓
口

平
成
22
年
国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

設
置
期
間
９
月
11
日
㈯
～
10
月
31
日
㈰

（
午
前
８
時
～
午
後
９
時
）

　
　
　
　
　

☎
０
５
７
０

（01）
２
０
１
０

　
　

企
画
政
策
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
３
１

5年に一度の
一大イベント！

問
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行政からの

お らせ知
information

　多くの人々が自由に集え、さまざまな人との交流を生み、地域のにぎわいをつくりだすことを目指した「さ
んぶの森交流センターあららぎ館」がまもなくオープンします。
　地域の行政窓口となる山武出張所、市民のコミュニティ活動を支援する活動スペース、木質バイオマス事
業の促進を目的としたバイオマス体験棟などで構成され、地域活動の拠点として中心的な役割を担います。
○オープニングセレモニー
　10 月 12 日㈫
○主な施設
　・山武出張所
　・市民交流サロン
　・バイオマス体験棟
　・ジャイアントシェルター棟
　・多目的広場
○交流センター（山武出張所以外）は、
　・協働と交流によるまちづくりの推進
　・ボランティア、市民活動団体、ＮＰＯ法人等様々な組織の連携促進
　・地域コミュニティの活性化
　・バイオマス資源の利活用の推進
　といった活動をする方々に貸し出しできます。場所により使用料がかかります。
○「市民交流サロン」の使用料（「市民又は市内に勤務・通学する者」の場合）

区　　分 １時間当たり 区　　　分 １時間当たり
①多目的室１ 320 円 ⑤多目的室５（和室小） 210 円
②多目的室２ 320 円 ⑥多目的室６（和室大） 210 円
③多目的室３ 210 円 ⑦調理実演室 420 円
④多目的室４ 210 円 ⑧ジャイアントシェルター棟※ 1,050 円

  その他、附属設備器具等で使用料がかかります。

※ ⑧ジャイアントシェルター棟は、原則として無料ですが交流センターを貸し切り（占有）
する場合は、有料となります。

市民交流サロン　　　　：市民自治支援課　　　　　　　　☎（80）0151
バイオマス体験棟　　　：農林水産課バイオマス推進室　　☎（80）1213
山武出張所　　　　　　：山武出張所　　　　　　　　　　☎（89）3600

問

「さんぶの森交流センターあららぎ館」で交流を
協働と交流によるまちづくりを推進する場所及び地域振興の活動拠点　

  

協働と交流によるまちづくりを推進する場所及び地域振興の活動拠点　

  

（まもなくオープン！）

「さんぶの森交流センターあららぎ館」で交流を

今まで取り扱っていました夜間の問い合わせなどは、山武市役所（本庁）の取り扱いとなります。
また、移転作業に伴い10月9日㈯から10月11日㈷まで山武出張所はご利用いただけません。

山武出張所は、さんぶの森交流センターあららぎ館内に
10月12日㈫から移転します

・山武
　中学校

さんぶの森公園 千葉県森林研究センター

・浄水場
（現）
山武出張所

さんぶの森
交流センター
あららぎ館
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地
域
審
議
会（
第
３
期
）が

ス
タ
ー
ト

ふ
る
さ
と
さ
ん
む
応
援
寄
附
金

　
「
ふ
る
さ
と
さ
ん
む
応
援
寄
附
金
」

の
平
成
21
年
度
運
用
状
況

　

平
成
21
年
度
の
取
り
組
み
が
終
了
し

ま
し
た
の
で
、
ふ
る
さ
と
さ
ん
む
応
援

寄
附
条
例
第
６
条
の
規
定
に
よ
り
、
寄

附
金
の
受
入
れ
状
況
な
ら
び
に
運
用
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

表１：寄附金の受入れ状況
項　　　目 金　　額 件数

① 環境保護に関する事業 ― ―

②  地域教育力の向上に関す
る事業 ― ―

③ 地域医療に関する事業 100,000 円 1 件
④  その他目的達成のために

市長が必要と認める事業
36,000 円 1 件

合　　　計 136,000 円 2 件

寄
附
の
概
要

　

平
成
21
年
度
は
、
２
件
、
合
計

１
３
６
，
０
０
０
円
の
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
表

１　

寄
附
金
の
受
入
れ
状
況
」
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
寄
附
は
全
て
個
人
か
ら
の
寄

附
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問

　

合
併
後
、
地
域
住
民
の
意
見
を
施

策
に
反
映
し
、
き
め
細
や
か
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
合

併
前
の
旧
町
村
を
単
位
と
し
て
、
蓮

沼
、
松
尾
、
山
武
、
成
東
の
各
区
域

に
地
域
審
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年

間
に
わ
た
り
、
地

域
の
発
展
の
た
め

に
活
躍
い
た
だ
く

第
３
期
の
委
員
を

新
た
に
選
任
し
ま

し
た
。
そ
の
第
一

回
目
の
会
議
が
７

月
６
日
に
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
松
尾
ふ
れ
あ
い

館
）
を
会
場
に
各

地
区
合
同
で
開
催

さ
れ
、
市
長
か
ら

委
員
一
人
ひ
と
り

に
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
地
域
審
議

会
や
山
武
市
の
概

要
に
つ
い
て
の
説

明
が
お
こ
な
わ

れ
、
各
地
区
に
お
い
て
は
、
会
長
・
副

会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
審
議
会
と
は

　

地
域
審
議
会
は
、
合
併
に
よ
っ
て
市

民
の
意
見
が
市
の
施
策
に
反
映
さ
れ
に

く
く
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
市
町

村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
旧

法
）
第
５
条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
町
村
の
区
域
に
か
か
る
次
の
事
項

に
つ
い
て
市
長
の
諮
問
に
応
じ
審
議

し
、
市
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
市
の
附
属
機
関
で
す
。

① 

新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
関
す
る
事

項
② 

新
市
建
設
計
画
の
執
行
状
況
に
関
す

る
事
項

③ 

地
域
振
興
の
た
め
の
基
金
の
活
用
に

関
す
る
事
項

④ 

新
市
の
基
本
構
想
の
作
成
お
よ
び
変

更
に
関
す
る
事
項

⑤ 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
市

長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

会
議
は
公
開
し
ま
す

　

地
域
審
議
会
は
、
だ
れ
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
審
議
会
の
開
催
予
定
や
議
題
、

会
議
録
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

随
時
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　

企
画
政
策
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
３
１

■
寄
附
金
の
運
用
状
況

　

平
成
21
年
度
は
、
事
業
へ
の
充
当

は
お
こ
な
わ
ず
、
寄
附
金
１
３
６
，

０
０
０
円
す
べ
て
を
「
ふ
る
さ
と
さ
ん

む
応
援
基
金
」
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
末
の
「
ふ
る
さ
と
さ

ん
む
応
援
基
金
」
の
残
高
は
４
３
６
，

１
０
４
円
で
す
。

　
　

企
画
政
策
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
３
１

※団：公共的団体等を代表する委員　学：学識経験者を有する委員　募：公募により選任された委員

問

蓮沼地区 松尾地区 山武地区 成東地区
◎ 関　　紘 学 ◎奥田　政美 学 ◎髙橋　照美 学 ◎髙木　　壽 学
○石𣘺　　宏 学 ○秋葉　利一 募 ○藤田　和也 募 ○小山　和典 団
　秋葉　　修 団 　大津　秀夫 団 　伊藤　嘉一 団 　秋山　盛三 団
　石𣘺　滝夫 団 　小梛　　昌 団 　鈴木　章浩 団 　齋藤芙美江 団
　川島　光夫 団 　齊藤　澄子 団 　香焼　由和 団 　野口よ 子 団
　金杉　倫江 団 　地布久勝夫 団 　明久 団 　 林　清文 団
　山﨑　　清 団 　畔蒜　和彦 団 　齊藤美由紀 団 　大類　英之 団
　加瀬　　 団 　鐏　　益男 団 　黒相　典生 団 　諏訪富美江 学
　飯島　正夫 学 　土屋　秀雄 学 　宇井　正己 学 　田邉　孝雄 学
　木島　弘喜 学 　野中　　学 学 　平山　文昭 学 　長谷川美代子 学
　片岡　英夫 募 　鈴木　　超 学 　伊藤　　和 学 　山本　　誠 募

　古川　　栄 募 　秋山　　滋 募 　今関　康弘 募
　周東　慶幸 募 　並木　清治 募 　安藤　貞男 募
　 澤　政 募 　山本　守安 募 　長谷川清和 募
　小川　良一 募 　朝見　文江 募 　湖島　克己 募

地域審議会委員（敬称略）　　　　　　　　　　 ◎会長　○副会長
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行政からの

お らせ知
information

山
武
市
木
造
住
宅

　  

耐
震
診
断
補
助
制
度

木
質
資
源
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
で
森
林
環
境
保
全
に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か
！

　

平
成
７
年
１
月
17
日
未
明
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
犠
牲
者

の
多
く
が
住
宅
・
建
築
物
の
倒
壊
に
よ

る
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
も
、
平
成
16

年
の
新
潟
県
中
越
地
震
、
平
成
17
年
の

福
岡
県
西
方
沖
地
震
、
平
成
19
年
７
月

の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
が
発
生
す
る
な

ど
大
規
模
な
地
震
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
す
地
震
か
ら
人
命
・
財
産
を
守
る
た

め
に
は
、住
宅
の
耐
震
化
が
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
補
助
制
度
を
始
め
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
地
震
に
備
え
て
ご

自
宅
の
耐
震
診
断
を
行
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

補
助
の
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

①
山
武
市
内
に
現
に
あ
る

② 

昭
和
56
年
５
月
31
日
（
建
築
基
準
法

の
旧
耐
震
基
準
）
以
前
に
着
工
さ
れ

た
③
地
上
階
数
が
２
以
下
で
あ
る

④ 

木
造
の
一
戸
建
て
住
宅
お
よ
び
併
用

住
宅
（
延
べ
面
積
の
２
分
の
１
以
上

が
居
住
部
分
で
あ
る
こ
と
。）
で
あ

る

補
助
対
象
耐
震
診
断
方
法

　

㈳
千
葉
県
建
築
士
会
ま
た
は
㈳
千
葉

県
建
築
士
事
務
所
協
会
に
所
属
す
る
会

員
で
あ
り
、
千
葉
県
が
開
催
す
る
千
葉

県
既
存
建
築
物
耐
震
診
断
・
改
修
講
習

会
（
木
造
）
講
習
修
了
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
者
が
「
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

と
補
強
方
法
（
改
訂
版
）」（
㈶
日
本
建

築
防
災
協
会
発
行
）
に
基
づ
き
行
う
一

般
診
断
法
ま
た
は
精
密
診
断
法
に
よ
る

耐
震
診
断
で
あ
る
こ
と
。

補
助
対
象
者

　

補
助
対
象
木
造
住
宅
に
自
ら
居
住

し
、
所
有
し
て
い
る
こ
と
。

※
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
は
補
助
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

補
助
金
の
額

　

耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の

２
以
内
の
額
（
そ
の
額
に
１
，
０
０
０

円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ

れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
し
、
６
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。

補
助
金
の
交
付
申
請

　

補
助
を
受
け
る
と
き
に
は
、
耐
震
診

断
を
実
施
す
る
前
に
交
付
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

※
市
が
交
付
決
定
す
る
前
に
耐
震
診
断

を
行
っ
た
場
合
に
は
、
補
助
金
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

都
市
整
備
課　

都
市
計
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
９
１

申  

・  

問

　

平
成
22
年
度
か
ら
市
内
の
住
宅
に
ペ

レ
ッ
ト
や
薪
（
ま
き
）
な
ど
を
利
用
し

た
ス
ト
ー
ブ
や
ボ
イ
ラ
ー
を
購
入
・
設

置
し
た
方
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

補
助
対
象
機
器　

　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
薪
（
ま
き
）

ス
ト
ー
ブ
お
よ
び
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー

補
助
対
象
者　

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

補
助
の
対
象　

　

個
人
に
、
そ
の
購
入
お
よ
び
設
置
に

必
要
な
機
器
本
体
お
よ
び
付
属
部
品
の

一
部
に
つ
い
て
、
１
台
に
限
り
補
助
し

ま
す
。

補
助
の
額　
　
　

　

補
助
金
の
額
は
補
助
対
象
の
２
分
の

１
で
、
上
限
は
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、

薪
（
ま
き
）
ス
ト
ー
ブ
は
20
万
円
、
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
は
50
万
円
で
す
。

（
な
お
補
助
金
の
額
の
算
出
に
当
た
っ

て
は
、千
円
未
満
の
端
数
を
切
り
捨
て
、

千
円
単
位
と
な
り
ま
す
。）

そ
の
他　
　
　
　

　

予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と
な
り
ま

す
の
で
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

　
　

農
林
水
産
課
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
室

　
　

☎
（80）
１
２
１
３　
　

（80）
１
３
１
４

■
「
千
葉
県
林
地
開
発
行
為
等
の
適
正

化
に
関
す
る
条
例
」
の
施
行

　
「
千
葉
県
林
地
開
発
行
為
等
の
適
正

化
に
関
す
る
条
例
」
が
10
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
乱
開
発
や
無
秩
序
な

林
地
開
発
を
防
ぎ
、
森
林
の
各
種
公
益

的
機
能
が
十
分
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を

目
的
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

条
例
の
制
定
に
よ
り
、
林
地
開
発
行

為
を
行
う
場
合
、
各
種
手
続
き
の
義
務

化
や
条
例
違
反
者
に
対
す
る
措
置
命
令

（
小
規
模
に
あ
っ
て
は
勧
告
）
等
の
処

分
規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

千
葉
県
農
林
水
産
部
森
林
課

　
　
　

☎
０
４
３（
２
２
３
）２
９
５
５

山
武
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
企
画
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（54）
１
１
２
２

問問
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問

ハ
チ
に
注
意

犬
・
猫
の
不
妊
・
去
勢

　
　
手
術
費
を
一
部
助
成

　

初
秋
の
頃
と
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
ハ
チ
が
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
に
ハ
チ
の
巣
駆
除
の
要
望
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
宅
地
内
の
ハ

チ
の
巣
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
で
は
駆

除
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

土
地
の
所
有
者
ま
た
は
、
管
理
者
の

責
任
に
お
い
て
駆
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
自
分
で
駆
除
で
き
な
い
場
合
は
、

専
門
業
者
へ
依
頼
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

ハ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に
は

 

・ 

巣
の
前
を
急
い
で
横
切
る
な
ど
の
急

激
な
動
作
は
避
け
ま
し
ょ
う

 

・ 

巣
に
石
を
投
げ
た
り
、
つ
つ
い
た
り
し

て
ハ
チ
を
刺
激
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

・ 

巣
の
近
く
で
香
水
や
熟
し
た
果
実
・

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
甘
味
飲
料
な
ど
香

り
の
強
い
も
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

純
毛
製
品
や
黒
い
服
装
は
刺
さ
れ

や
す
い
の
で
白
系
の
服
装
に
し
ま

し
ょ
う
。

 

・ 

野
外
活
動
中
に
ハ
チ
と
遭
遇
し
た
場

合
は
、
大
声
で
騒
い
だ
り
手
で
追
い

払
う
こ
と
は
し
な
い
で
、
体
勢
を
低

く
し
て
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
場
を
離
れ

ま
し
ょ
う
。

　
　

環
境
保
全
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
６
１

助
成
金
額　

５
，
０
０
０
円

対�

象
動
物　

手
術
が
可
能
な
飼
い
犬
ま

た
は
猫
で
、
１
世
帯
１
頭
。

　

 

た
だ
し
、
犬
に
つ
い
て
は
平
成
22
年

度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
済
ん
で
い

る
こ
と
。

応�

募
方
法　

手
術
を
受
け
る
予
定
の
動

物
病
院
（
千
葉
県
獣
医
師
会
会
員
に

限
る
）
と
相
談
し
、
所
定
の
事
項
を

往
復
は
が
き
に
記
入
し
、
９
月
20
日

㈪
か
ら
９
月
26
日
㈰
ま
で
に
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。（
指
定
期
間
消
印
の

み
有
効
）

　

な
お
、
応
募
用
紙
は
市
役
所
環
境
保

全
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
既
に
手
術
を
受
け
た
場
合
は
、
応
募

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
応
募
者
多
数
の

場
合
は
助
成
金
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
　

㈶
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

　
　
　

☎
０
４
３（
２
１
４
）７
８
１
４

　
　

㈳
千
葉
県
獣
医
師
会　
　
　
　
　

　
　
　

☎
０
４
３（
２
３
２
）６
９
８
０

問

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
不
法
投
棄

　

悪
質
・
巧
妙
化
す
る
不
法
投
棄
に
、

市
で
は
夜
間
、
休
日
巡
回
や
不
法
投
棄

監
視
員
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
お
よ
び
不
法
投
棄
物

の
回
収
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
大
規
模
な
産
業
廃
棄
物
の
不

法
投
棄
は
減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
家
庭
か
ら
の
一
般
ご
み
、

缶
、
ビ
ン
、
お
弁
当
容
器
や
家
屋
な
ど

の
建
築
廃
材
な
ど
、
ダ
ン
プ
数
台
の
小

規
模
な
捨
て
逃
げ
型
の
不
法
投
棄
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
の
防
止
、
解
決
に
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
不
法
投
棄
は
「
し
な

い
」「
さ
せ
な
い
」「
許
さ
な
い
」
と
い

う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
た
ち
の
大
事
な
ふ
る
さ
と
を
守
る
た

め
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

不
法
投
棄
は
重
罪
！

■
５
年
以
下
の
懲
役
や
１
，
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
で
す
。（
た
だ
し
、
法

人
に
対
し
て
は
３
億
円
以
下
の
罰
金
が

課
さ
れ
ま
す
。）

不
審
な
現
場
を
み
か
け
た
ら
通
報
を

 

・ 
工
事
現
場
で
も
な
い
の
に
、
重
機
を

使
っ
て
穴
を
ほ
っ
て
い
る
。

 

・ 

処
理
施
設
で
も
な
い
の
に
ゴ
ミ
が
集

め
ら
れ
て
い
る
。

 

・ 

早
朝
や
深
夜
に
、
ダ
ン
プ
が
出
入
り

し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
見
か
け
た
ら
、

次
の
内
容
を
市
環
境
保
全
課
へ
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

通
報
内
容

　

不
法
投
棄
（
発
生
・
発
見
）
日
時

　

発
見
場
所

　

発
見
の
状
況

　

廃
棄
物
の
種
類

　

不
法
投
棄
者
・
車
輌
等
の
情
報

　
　

環
境
保
全
課
環
境
保
全
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
６
３

夜
間
お
よ
び
休
日
の
通
報
先

山
武
警
察
署　
　
　
　

☎
（82）
０
１
１
０

千
葉
県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
指
導
課

不
法
投
棄
等
専
用
電
話

　
　
　

☎
０
４
３（
２
２
３
）３
８
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
24
時
間
対
応
）

問
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行政からの

お らせ知
information

電
話
予
約
で
休
日
に

「
証
明
書
」が
受
け
取
れ
ま
す

「
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」

は
お
持
ち
で
す
か

　

事
前
に
電
話
予
約
を
す
る
こ
と
で
、

休
日
で
も
証
明
書
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
証
明
書

 

・ 

住
民
票
の
写
し
（
申
請
者
は
本
人
ま

た
は
同
一
世
帯
員
）

 
・ 
印
鑑
登
録
証
明
書　
（
申
請
者
は
本

人
ま
た
は
代
理
人
）

電
話
予
約
受
付
時
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
15
分

　
（
休
日
除
く
）

休
日
証
明
交
付
日
時

　

土
・
日
・
祝
日
の
午
前
８
時
半
か
ら

　

午
後
５
時
15
分
ま
で

　

 （
12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日
を

除
く
）　　

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
４
１

山
武
出
張
所　
　
　
　

☎
（89）
３
６
０
０

蓮
沼
出
張
所　
　
　
　

☎
（86）
３
１
１
１

松
尾
出
張
所
☎
０
４
７
９

（80）
７
１
１
７

　
「
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」
は
、
顔

写
真
の
ほ
か
、氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

住
所
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
方

に
は
運
転
免
許
証
な
ど
と
同
様
に
、
公

的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
ご
利
用
で
き

ま
す
の
で
、
大
変
便
利
で
す
。

「
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド　

　
（
住
基
カ
ー
ド
）」
交
付
ま
で
の
流
れ

１
．
住
基
カ
ー
ド
の
申
請

申
請
場
所　

　

市
民
課
お
よ
び
各
出
張
所

必
要
な
も
の

　

写
真
１
枚
（
申
請
前
６
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
無
背
景
の
も

の
で
縦
4.5
㎝
、
横
3.5
㎝
）

※
本
人
確
認
が
し
に
く
い
と
判
断
し
た

写
真
は
お
断
り
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
の
際
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。（
※
各
出
張
所
で
は
撮

影
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
）

２
．
照
会
書
の
送
付

　

申
請
受
付
後
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
交
付
通
知
書
兼
照
会
書
を
住
所
地
に

送
付
し
ま
す
。

３
．
住
基
カ
ー
ド
の
交
付

　

２
の
照
会
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
申
請
さ
れ
た
窓
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

交
付
場
所　

申
請
さ
れ
た
窓
口

必
要
な
も
の　

 

・ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

兼
照
会
書
（
必
ず
回
答
書
に
記
入
の

上
お
越
し
く
だ
さ
い
）

 

・
本
人
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証
な
ど
）

 

・
交
付
手
数
料　

５
０
０
円

※
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
お
持

ち
の
方
は
交
付
手
順
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
４
１

【
国
民
年
金
】　
付
加
保
険

料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か

　

平
成
22
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、

40
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
に
年

７
９
２
，
１
０
０
円
と
な
り
ま
す
が
、

老
後
に
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い

と
考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
付
加
年

金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
（
平
成
22
年
度
は

１
５
，
１
０
０
円
）
に
４
０
０
円
の
付

加
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
る
方

 

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

 

・
国
民
年
金
任
意
加
入
者

※
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納

付
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
や
国
民
年
金

基
金
の
加
入
者
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

付
加
年
金
額
は
、「
２
０
０
円
×
付

加
保
険
料
納
付
月
数
」
で
計
算
さ
れ
、

２
年
以
上
受
給
す
る
と
、
支
払
っ
た
付

加
保
険
料
以
上
の
付
加
年
金
が
受
け
取

れ
ま
す
。

　

な
お
、
65
歳
よ
り
前
に
繰
上
げ
受
給

ま
た
は
66
歳
よ
り
後
に
繰
下
げ
受
給
す

る
場
合
、
付
加
年
金
額
も
老
齢
基
礎
年

金
の
減
額
率
・
増
額
率
に
応
じ
て
減
額
・

増
額
さ
れ
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
お
申
し
込

み
い
た
だ
い
た
月
分
か
ら
と
な
り
ま

す
。
後
日
、
年
金
事
務
所
か
ら
納
付
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
　

市
民
課
高
齢
者
医
療
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
４
２

問

問
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交
通
災
害
共
済
は
随
時
加

入
が
で
き
ま
す

　

千
葉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、

利
益
を
目
的
と
し
な
い
住
民
相
互
の
共

済
制
度
で
、
公
共
団
体
が
運
営
し
て

い
る
安
心
、
有
利
な
制
度
で
す
。
年
間

７
０
０
円
の
掛
金
で
、交
通
事
故
に
遭
っ

た
場
合
、
２
万
円
か
ら
最
高
１
５
０
万

円
の
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

８
月
31
日
ま
で
に
加
入
手
続
き
が
で

き
な
か
っ
た
方
、
こ
れ
か
ら
加
入
す
る

方
は
、
市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所
で
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
交
通
災
害
見
舞
金
の
支
給
対
象
は
、

自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
に
よ
る
人

身
事
故
で
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
が
発
行
す
る
交
通
事
故
証
明
書
が

必
要
で
す
。

　

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
時
は
、
直
ち

に
警
察
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
警

察
へ
の
届
出
を
怠
り
ま
す
と
、
交
通
事

故
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ず
、
当
該
証
明

書
が
取
得
で
き
な
い
場
合
に
は
、
原
則

と
し
て
交
通
災
害
見
舞
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

市
民
課
市
民
生
活
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
２
７
１

■
交
通
事
故
相
談
所
を
開
設

　

交
通
事
故
に
遭
遇
し
お
困
り
の
方
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
す
。

●
山
武
市
交
通
事
故
巡
回
相
談

日　

時　

９
／
30
、
11
／
25
、

　

１
／
27
、
３
／
24

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

 （
受
付
は
午
後
２
時
半
ま
で
）

　

予
約
不
要

場　

所　

山
武
市
役
所

●
千
葉
県
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
相
談
所
本
所

〒
２
６
０
─
８
６
６
７
千
葉
市
中
央
区

市
場
町
１
─
１
（
県
庁
本
庁
舎
２
階
）

　
　
　

☎
０
４
３（
２
２
３
）２
２
６
４

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
受
付
は
午
後
４
時
半
ま
で
）

※
土･

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

相�

談
内
容　

損
害
賠
償
関
係
、
示
談
の

進
め
方
、
自
賠
責
保
険
請
求
の
仕
方

な
ど

　
　

市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
２
７
１

問問

申 込 日 共 済 期 間 会 費（一人）

8 月 31 日 ま で
に加入された方

9 月 1 日から平
成 23 年 8 月
31 日まで

700 円

9 月 1 日以降に
加入する方

加入申し込みさ
れた日の翌日か
ら平成 23 年 8
月 31 日まで

700 円から100
円 ま で の 範 囲

（ 加入月によっ
て異なります）

死亡見舞金 150 万円

傷害見舞金 入院・通院実日数により 2 万
円～ 50 万円

身障見舞金
（１級又は２級） 傷害見舞金のほか 50 万円

交通遺児見舞金 遺児 1 人につき 10 万円

●共済期間と年会費

●見舞金の額

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

《
電
車
や
駅
で
の
ち
か
ん
、
盗
撮
に
注

意
！
》

○
ち
か
ん
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

�

・�

女
性
を
目
で
追
っ
て
い
る
男
性
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

そ
の
よ
う
な
男
性
に
は
近
づ
か
な
い

こ
と
で
す
。

�

・
混
ん
で
い
る
車
両
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

※ 

身
動
き
で
き
な
い
時
に
ね
ら
わ
れ
ま

す
。　

 

・�

混
む
ド
ア
付
近
は
特
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

※ 

ち
か
ん
は
逃
げ
や
す
い
ド
ア
付
近
に

い
ま
す
。　

 

・�

で
き
る
だ
け
女
性
が
多
い
場
所
に
乗

り
ま
し
ょ
う
。

※ 
女
性
が
多
い
場
所
に
は
ち
か
ん
も
近

寄
り
づ
ら
い
も
の
で
す
。

 

・�
バ
ッ
グ
な
ど
を
利
用
し
て
身
体
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

※ 

何
か
変
だ
な
と
感
じ
た
ら
バ
ッ
グ
な

ど
の
持
ち
物
で
防
ぐ
こ
と
で
す
。

○
ち
か
ん
被
害
に
に
あ
っ
た
場
合
は

 

・�

大
き
な
声
で
は
っ
き
り
と
「
や
め
て

く
だ
さ
い
！
」
と
言
い
ま
し
ょ
う
。

�

・�

勇
気
を
出
し
て
触
っ
て
い
る
手
を
つ

か
み
ま
し
ょ
う
。

�

・�

周
り
の
人
に
助
け
を
求
め
ま
し
ょ

う
。

�

・�

１
１
０
番
や
駅
員
に
す
ぐ
に
通
報
し

ま
し
ょ
う
。

○
盗
撮
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

�

・�

階
段
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
は
携
帯

電
話
を
手
に
持
っ
た
男
性
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

※ 

携
帯
電
話
を
操
作
し
な
が
ら
後
ろ
か

ら
近
寄
る
男
性
は
い
ま
せ
ん
か
？

�

・�

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
は
斜
め
に
立
っ

て
後
ろ
の
人
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

斜
め
に
立
て
ば
後
ろ
か
ら
来
る
人
が

わ
か
り
ま
す
。

 

・�

バ
ッ
グ
な
ど
を
利
用
し
て
身
体
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

※ 

気
に
な
る
服
装
の
時
は
持
ち
物
を
利

用
す
る
こ
と
で
す
。

�

・�

一
定
の
場
所
を
動
か
な
い
場
合
は

時
々
周
囲
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

※ 

本
の
立
ち
読
み
、
商
品
を
見
て
い
る

時
な
ど

は
特
に

注
意
し

ま
し
ょ

う
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行政からの

お らせ知
information

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
が
よ
り

使
い
や
す
く
な
り
ま
す

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

臨
時
職
員
募
集

山
武
市
地
域
福
祉
活
動
推
進
助
成
事
業

助
成
対
象
団
体
決
定

　

地
域
福
祉
活
動
推
進
助
成
事
業
は
、

地
域
の
福
祉
活
動
を
応
援
し
ま
す
。（
ひ

と
つ
の
事
業
に
15
万
円
を
限
度
に
助
成

金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。）

　

７
月
29
日
、
こ
の
事
業
の
応
募
団
体

に
よ
る
地
域
福
祉
計
画
推
進
委
員
会
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
次

の
10
団
体
が
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
し

た
。（　

）内
は
代
表
者
氏
名
・
敬
称
略

 

・
早
船
花
と
ふ
れ
あ
い
の
里

　

推
進
協
議
会 　
　
　
（
實
川
征
吾
）

 

・
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム　
（
山
崎
喜
世
子
）

 

・ 

松
尾
地
域
い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会　
　
　
　
（
大
津
秀
夫
）

 

・
日
向
東
地
域
活
性
事
業
推
進
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
緇
荘
利
幸
）

 

・
日
向
西
地
域
活
性
事
業
推
進
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
川
一
雄
）

 

・
あ
す
な
ろ
う
会　
　
（
宮
野
栄
一
）

 

・
北
地
区
敬
老
行
事
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
村
三
陽
子
）

 

・ 

世
代
間
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
実

行
委
員
会　
　
　
　
（
蕨　

健
吉
）

  

・ 

買
物
支
援
サ
ー
ク
ル
お
買
物
た
す
け

隊 　
　
　
　
　
　
（
九
鬼
紘
一
郎
）

 

・
山
武
市
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
準
備
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
橋
能
子
）

地
域
の
福
祉
活
動
を
応
援

※
平
成
22
年
度
事
業
の
応
募
は
終
了
し

ま
し
た
。平
成
23
年
度
事
業
の
募
集
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

　

 　

社
会
福
祉
課
（
松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
６
１

問

問

　

現
在
、
山
武
市
で
は
「
ち
ば
市
町
村

共
同
利
用
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
」
を
利

用
し
た
電
子
入
札
に
よ
り
競
争
入
札
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
23
年
４
月

よ
り「
千
葉
県
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム（
千

葉
県
が
実
施
す
る
競
争
入
札
の
シ
ス
テ

ム
）」
と
統
合
し
、
新
し
く
「
ち
ば
電

子
調
達
シ
ス
テ
ム
」
と
な
り
ま
す
。

　
「
ち
ば
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
」
を
利

用
予
定
の

団
体
は
、

平
成
22
年

５
月
１
日

現
在
県
お

よ
び
山
武

市
を
含
む
、

全
39
団
体

と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
ち
ば
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
」
の
特
長

　

次
の
項
目
を
中
心
に
、
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
新
し
い
パ
ソ
コ
ン
の
対
応

 

・
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７

 

・ 

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ　

Ｅ
ｘ
ｐ
ｌ
ｏ

ｒ
ｅ
ｒ
８　

 

・ 

Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ　

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
２
０
０
７

○
操
作
の
向
上

 

・ 

ア
イ
コ
ン
（
絵
文
字
）
の
採
用
や
文

字
サ
イ
ズ
の
拡
大
、
繰
り
返
し
入
力

を
軽
減

○ 

入
札
参
加
資
格
申
請
（
名
簿
申
請
）

の
共
同
化

 

・ 

全
参
加
団
体
共
通
の
入
札
参
加
資
格

申
請
（
名
簿
申
請
）
受
付
窓
口
を
設

置
し
、
利
用
者
の
申
請
に
関
す
る
事

務
負
担
を
軽
減

○
利
用
者
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
１
枚
化

 

・ 

全
て
の
電
子
入
札
を
１
枚
の
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
参
加
可
能　

○ 

新
入
札
方
式
へ
の
対
応
、電
子
質
問
・

回
答
機
能
の
搭
載

 

・ 「
単
価
契
約
」や「
小
数
点
」に
対
応

 
・ 
電
子
上
で
の
質
問
・
回
答
機
能
な
ど

に
対
応

※
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
は
、
引
き
続

き
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
有
効
で
、

現
在
利
用
者
が
所
有
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
も
引
き
続
き
利
用
す
る
こ
と
が

業�

務
内
容　

山
武
市
内
の
１
級
・
２
級

路
線
以
外
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
・
路

肩
の
補
修
な
ど
を
実
施

勤
務
場
所　

都
市
建
設
部　

土
木
課

雇�

用
期
間　

平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

勤�

務
時
間　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

15
分
（
昼
休
み
１
時
間
）

勤�

務
条
件　

日
給
６
，
５
０
０
円
、
交

通
費
有
り

募
集
人
員　

１
人

資�　

格　

普
通
自
動
車
免
許
、
大
型
特

殊
自
動
車
免
許

　

 

車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
・
運
搬
・

積
込
用
お
よ
び
掘
削
用
）
運
転
技
能

講
習
修
了
証

募�

集
年
齢　

65
歳
未
満
（
昭
和
21
年
４

月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）

募��

集
期
限　

９
月
16
日
㈭
ま
で

　
　

土
木
課
維
持
係　

☎
（80）
１
１
８
３

問 で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
千
葉
県
電
子
自
治
体

共
同
運
営
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.e-chiba.org/

）
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

財
政
課
管
財
係　

☎
（80）
１
１
２
２
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コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

総
合
研
究
所

の
細
内
信
孝

先
生
を
講
師

に
招
い
た
、
入

門
編
（
講
演

会
を
含
む
全

６
回
）
が
終
了

し
ま
し
た
。

　

５
月
16
日
の
講
演
会
か
ら
始
ま
っ
た

入
門
編
の
最
終
回
で
は
、
受
講
生
に
よ

る
事
業
企
画
書
の
発
表
会
を
行
い
、
短

期
間
の
受
講
に
も
関
わ
ら
ず
、
具
体
的

な
企
画
書
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
や
こ

れ
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
事
業
ま
で
、

受
講
生
の
熱
意
と
夢
が
込
め
ら
れ
た
発

表
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
年
度
受
講
生
を
招
き
、
起

業
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
の

報
告
を
伺
い
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

〝
米
粉
〟
料
理
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

懇
談
を
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ラ
ム
④

平
成
22
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

講
座
（
入
門
編
）
が
終
了

に
は
、
事
業
を
展
開
す
る
実
践
者
だ
け

で
な
く
、
支
援
者
、
理
解
者
の
存
在
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
受
講
生
の
み
な
さ
ん

の
取
り
組
み
に
関
わ
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、ぜ
ひ
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
も
受
講
生
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
!!

　
　

市
民
自
治
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
０
１
５
１

問

問

第
５
回
ぐ
る
っ
と
山
武

50
㎞
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集

さ
ん
ぶ
地
域
市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ「
風

の
宿
」実
行
委
員
＆
参
加
団
体
募
集

　

普
段
は
車
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
風

景
も
歩
い
て
み
る
と
た
く
さ
ん
の
発
見

が
あ
り
ま
す
。

　

ぐ
る
っ
と
山
武
一
周
50
㎞
。
あ
な

た
の
「
新
し
い

発
見
」、
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

（
市
外
に
お
住
ま

い
の
方
、
子
ど

も
、
障
害
の
あ

る
方
も
参
加
で

き
ま
す
。
チ
ャ
レ

ン
ジ
大
歓
迎
。） 

日　

時　

10
月
３
日
㈰

　

午
前
６
時
半
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス　

市
内
全
域

　

 

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
は
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
（
松
尾
ふ
れ
あ
い
館
）

参�

加
費　

一
般
（
大
人
３
，０
０
０
円
、

18
歳
未
満
１
，
０
０
０
円
）、
サ
ポ
ー

タ
ー
（
１
，
０
０
０
円
）

申�

込
方
法　

市
内
公
共
施
設
な
ど
に
置

い
て
あ
る
所
定
の
郵
便
振
替
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参
加
料

を
添
え
て
最
寄
り
の
郵
便
局
窓
口

（
別
途
振
込
み
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
）
で
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

主�　

催　

ぐ
る
っ
と
山
武
50
㎞
ウ
ォ
ー

ク
実
行
委
員
会　

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス　

http://sanm
u50km

.com
飲
食
・
果
物
な
ど
の
差
し
入
れ
大
歓
迎
！

差
し
入
れ
は
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
提
供

　
　

市
民
自
治
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
０
１
５
１

　

実
行
委
員
、
団
体
と
し
て
市
民
活
動

の
祭
典
を
一
緒
に
作
り
上
げ
ま
せ
ん

か
。
様
々
な
人
達
や
団
体
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
市
内
外
を
問

わ
ず
広
い
地
域
か
ら
の
参
加
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

開
催
日
程
は
、11
月
23
日
（
火
・
祝
）、

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
。

　
　
　
　

市
民
自
治
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
０
１
５
１

申  

・  

問

●
早
船
里
山
コ
ン
サ
ー
ト

　

里
山
で
童
謡
と
懐
メ
ロ
を
み
ん
な
で

一
緒
に
歌
い
ま
す

日�　

時　

９
月
26
日
㈰　

午
前
10
時
半

～
午
後
２
時
半
（
受
付
10
時
～
）

場　

所　

早
船
の
里
山

参�

加
費　

大
人
１
，
０
０
０
円
・
子
ど

も
５
０
０
円
（
お
弁
当
・
さ
つ
ま
い

も
・
焼
き
栗
・
飲
み
物
付
き
）

　
　

早
船
里
山
の
会　

實
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（82）
５
１
４
７

●
青
空
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

竹
や
木
・
石
等
で
楽
器
を
作
り
、
演

奏
と
歌
を
楽
し
む
音
楽
会

日　

時　

９
月
11
日
㈯

　

午
後
１
時
～
３
時

場�　

所　

エ
コ
パ
ー
ク
大
網
白
里
子

ど
も
村
（
大
網
白
里
町
清
名
幸
谷

二
〇
八
〇
─
一
）

参
加
費　

無
料

　

 　

大
網
白
里
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会　

丸
田　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（72）
３
５
０
５

　

 

大
網
白
里
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー　

鵜
澤　
　

☎
（72）
８
２
７
８

問問

ECOひいき
ニュース
ECOひいき
ニュース
ECOひいき
ニュース

地域活性化
プラットフォーム事業

・山武郡市
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行政からの

お らせ知
information

元気館・コース型運動教室募集 申  ・  問 さんぶの森元気館　☎（80）9300

教室名 日　　　程 時　　　間 定　員 参加費（３ヶ月）

（新）
はじめてフラダンス

10 月 7 日（木）～
毎週木曜日（全 10 回） 19：30 ～　60 分 20 人 10,000 円

ウクレレの曲に合わせ全身を使って踊るハワイ伝統舞踊です。

（新）
ピラティス

10 月 5 日（火）～
毎週火曜日（全 10 回） 19：30 ～　60 分 15 人 10,000 円

腹筋深部を使いウエストの引締めや背骨の引き伸ばしにより関節や背骨の柔軟性が高まり、腰痛や肩こりを
緩和します。

成人水泳教室
10 月 4 日（月）～
毎週月曜日（全 10 回） 11：30 ～　60 分 10 人 8,000 円

泳げない方も安心。水中ならではの楽しさと効果を実感

はじめてヨガ
10 月 6 日（水）～
毎週水曜日（全 10 回） 13：15 ～　60 分 20 人 10,000 円

今人気の「ヨガ」をはじめてみたい方にお勧めです。

自力整体教室
10 月 7 日（木）～
毎週木曜日（全 10 回） 14：15 ～　60 分 20 人 10,000 円

自分の体重を利用して体をほぐし、骨格を整えていきます。

　介護予防（介護が必要な状態になることを予防し、いつまでも元気で自分らしくいきいきとくらしてい
くための手段）の大切さを学び、自らの健康づくりとともに、地域の高齢者がよりよい生活が送れるよう
サポートできる人材を養成します。
対象者　・山武市内に在住で介護予防や高齢者に関わるボランティアに興味のある方。
　　　　・できるだけ全回参加できる方。

◆修了者には、修了証を発行します。
定員　40 人（先着順）　　受講料　無料　　申込期間　９月 1 日～９月 24 日　
主催　山武市／山武市社会福祉協議会
　　　　健康支援課成人保健係☎0479（80）8338／山武市ボランティア・市民活動センター☎（89）2121申  ・  問

日　　　　時 会　　場 内　　　　　　容

10月7日㈭
午後1時30分～午後4時

松尾IT保健福祉

センター

○介護予防について・ボランティアの心得
　　　　　　　　　　　　　　山武市職員・山武市社会福祉協議会職員
○楽しい技術を身につけたい！
　一緒に楽しむためのレクリエーション講座
　　　　　　　レクインストラクター・福祉レクワーカー　小山真知子

10月21日㈭
午後1時30分～午後4時30分

松尾IT保健福祉

センター

○はじめてふれあうってどうするの？
　「ふれあう」ためのコミュニケーション術講座
　　　　　　　　　 NPO法人スピリッツ　カウンセラー　北田　知子

11月　5日㈮
午後1時30分～午後3時30分

松尾IT保健福祉
センター

○高齢者の脳の病気とその予防について
　　　　　　 さんむ医療センター副院長　脳神経外科医師　田中幹雄

11月29日㈪
午後1時30分～午後4時

松尾IT保健福祉
センター

○講義　高齢者の食生活とお口の健康について
○実習　簡単に作れる高齢者向けのおやつ・歯磨き
　　　　　　　　　　　　　　健康支援課　管理栄養士　秋葉美智子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歯科衛生士　杉浦　和子

12月9日㈭
午後1時30分～午後3時30分

成東文化会館
（のぎくプラザ）

【介護予防講演会に参加】
○山武市健康支援課より介護予防の紹介　　山武市職員
○講演　「高齢者にぴったり☆　スロトレで筋力アップ！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学教授　　石井　直方

12月14日㈫
午後1時30分～午後3時30分

松尾IT保健福祉
センター

○高齢者の転倒予防や介護予防にいかすスロトレの実際
　　　　　　　　　　　　　　日本健康スポーツ連盟　　堀江　恭子

平成23年1月13日㈭
午後1時30分～午後４時

松尾IT保健福祉
センター

○認知症を学び地域で支えよう
　　　　　　　　　地域包括支援センター　主任保健師　小川ひろ子
　　　　小規模多機能型居宅介護なるとう　総括管理者　毛呂　征也
○閉講式・修了証交付

11月～平成23年1月 各会場 【現場実習】
①介護予防事業　はつらつ教室／②各地区いきいきサロン／③美郷会

初めての人、運動初心者大歓迎！安全安心の運動教室です。
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末広神社の神楽の奉納

星の村キャンプ

いきいき体験教室

星空映画会

金刀比羅神社の神楽の奉納

　道灌さまで
親しまれてい
る末広神社で

７月 24 日、神楽の奉納が松尾神楽保存会により行
われました。神楽は 11 講座があり、明治 14 年７
月に初めて神楽が奉納されました。
　この末広神社が初めて祀られたのは、寛政元年に
さかのぼります。掛川藩太田資

すけちか

愛が末広（扇）を下
賜され、これを石櫃に納めて建立したのが創祀とさ
れます。

　 ７ 月 24 日
か ら ７ 月 25
日の 2 日間に
かけて、山武

市青少年相談員主催の「星の村キャンプ」が実施さ
れました。市内の小学 4 年生から 6 年生 34 組 159
人が参加。今年は、例年に比べ暑かったが、子ども
たちは 2 日間テント張りから、料理作り、キャン
プファイアーなど、全力で取り組んでいました。

　 ８ 月 ６ 日、
市内の小学生
４～６年生を
対 象 と し た、
いきいき体験
教室「科学未
来体験教室」

が日本科学未来館で実施されました。定員を超える
応募があり、参加した子どもたち 30 人は、目を輝
かせながら、真剣に展示物に見入っていました。

　 ８ 月 7 日、
青少年育成市
民会議主催に
よる「星空映
画会」が蓮沼
スポーツプラ
ザのグラウン

ドで開催されました。星が瞬き始める午後 7 時ご
ろから、「アンパンマン」「ゲゲゲの鬼太郎」「キャ
プテン翼」の３作品が上映されました。星空のもと、
参加した家族は、模擬店で購入した、かき氷や焼き
そばを手に、楽しそうに映画を鑑賞していました。

　 ８ 月 1 日、
金刀比羅神社
の鎮風祭にて

神楽が奉納されました。この神楽の由来は寛文５年
（1665）に金刀比羅神社が再建されたのを記念して
お神楽が奉納されたことが始まりとされています。
現在の神楽は保存会が昭和 53 年に結成され、12
舞六曲からなり、農作業の安全と五穀豊穣を祈念し
毎年、8 月第 1 日曜日の鎮風祭に琴平神楽保存会に
よって奉納されます。

◀「神功皇后
（応神天皇の
母親）の舞

◀鈿
うず

女
め

の分身

■
『
親
業
講
座
』
を
開
催

日
時
・
会
場　

午
前
９
時
半
～
11
時
半

９
月
10
日
㈮　

成
東
幼
稚
園

10
月
６
日
㈬　

 

な
ん
ご
う
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
旧
南
郷
幼
稚
園
）

11
月
９
日
㈫　

日
向
幼
稚
園

申
込
期
限　

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

※
託
児
の
サ
ー
ビ
ス
希
望
者
（
先
着
順
）
は
、

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
。

※
氏
名
、
住
所
、
性
別
、
電
話
番
号
、
会
場

名
を
明
記
し
、
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
、
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　

☎
（80）
１
４
５
１　
　

（80）
１
４
０
０

E-m
ail　

shogaigakushu@
city.sam

m
u.lg.jp

申  

・  

問

生涯学習生涯学習 shogaigakusyu Newsshogaigakusyu News
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行政からの

お らせ知
information

俳
句
（
ひ
ま
わ
り
）　
千
葉
支
部

成
東
文
化
会
館

　
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
催
物
　

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
ｖ
ｏ
ｌ
．
１
０
９

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ガ
ラ
テ
ィ　

ジ
ャ

パ
ン
ツ
ア
ー
２
０
１
０

内�　

容　

イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

生
ま
れ
で
ビ
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス
を
継

承
す
る
抒
情
派
。
ソ
ロ
ピ
ア
ノ
・
コ

ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　

９
月
17
日
㈮

　

開
場
午
後
６
時
半
／
開
演 

午
後
７
時

場�　

所　

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ

ザ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

入�

場
料　

一
般　

１
，
０
０
０
円
（
全

席
自
由
）

■
成
東
中
央
公
民
館

　
　
　
　

☎
（82）
３
６
４
１

募
集
期
間　

９
月
１
日
㈬
～
20
日
㈪　

　

※
６
日
・
１
３
日
の
休
館
日
を
除
く

　

※
直
接
本
人
が
公
民
館
で
申
し
込
み

対　

象　

市
内
在
住

　

甘
い
香
り
に
包
ま
れ
て
手
作
り
の
お

い
し
い
お
菓
子
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日�　

時　

10
月
21
日
／
11
月
18
日
／

　

12
月
16
日
（
全
３
回
）

　

午
前
９
時
半
～
正
午

　
　
　
　
　
　
（
全
３
回
・
各
木
曜
日
）

�

場�　

所　

成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
栄

養
指
導
室

材�

料
費　

１
，５
０
０
円
／
３
回
分（
申

込
時
納
入
）

定　

員　

24
人
（
先
着
順
）

　
　

☎
（82）
５
２
２
２

問

参
加
者
募
集

■
松
尾
洗
心
館

　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（86）
３
０
９
０

募
集
期
間　

９
月
１
日
㈬
～
15
日
㈬　

　

※
６
日
・
13
日
の
休
館
日
を
除
く

　

※
電
話
申
込（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

対　

象　

市
内
在
住

　

初
心
者
向
け
に
和
紙
を
使
い
、
来
年

の
干
支
ウ
サ
ギ
の
ミ
ニ
羽
子
板
を
つ
く

り
ま
す
。

日
時
・
場
所

　

10
月
８
日
㈮　

松
尾
洗
心
館

　

10
月
15
日
㈮　

成
東
中
央
公
民
館

　

午
後
１
時
～
３
時

材
料
費　

５
０
０
円

定　

員　

各
場
所
10
人
（
先
着
順
）

　

広
報
３
月
号
表
紙
を
ご
覧
に
な
ら
れ

ま
し
た
か
？

　

ひ
な
壇
の
脇
に
飾
る
と
あ
で
や
か
に

な
り
ま
す
。

日
時
・
場
所　

　

 

10
月
か
ら
平
成
23
年
２
月
ま
で
の
第

２
・
４
木
曜
日
（
全
10
回
）

 

・
松
尾
洗
心
館　

午
前
９
時
半
～
正
午

 

・ 

成
東
中
央
公
民
館　

午
後
１
時
半
～

４
時

材
料
費　

７
０
０
円
／
毎
回

定　

員　

各
場
所
20
人
（
先
着
順
）

申  

・  

問

申  

・  

問

◆
お
菓
子
づ
く
り
教
室

◆
和
風
小
物（
吊
る
し
雛
）教
室

◆
押
し
絵（
紙
仕
様
）教
室

団
扇
風
無
心
に
眠
る
児
に
送
る
　
　
　
　
　
並
木
　
と
し

蔦
盛
ん
倉
庫
二
棟
覆
い
た
り
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
栄
子

山
あ
い
を
小
さ
く
区
切
り
稲
熟
る
る
　
　
　
石
井
き
ぬ
子

病
む
足
を
忘
れ
て
友
と
蛍
狩
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
文
子

草
抜
け
ば
蜘
蛛
袋
だ
き
逃
げ
ま
わ
る
　
　
　
九
鬼
シ
ズ
エ

滝
の
水
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
落
ち
に
け
り
　
　
木
下
ま
さ
る

会
え
ば
皆
乙
女
に
戻
る
宿
浴
衣
　
　
　
　
　
近
藤
　
政
子

掛
軸
は
龍
の
一
文
字
茶
室
か
な
　
　
　
　
　
吉
田
　
家
英

松
の
花
教
え
ら
れ
た
し
地
味
に
生
く
　
　
　
黒
木
と
も
子

大
賀
ハ
ス
太
子
を
越
え
て
凜
と
咲
き
　
　
　
藤
田
　
錦
湖
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図
書
館
情
報

図
書
館
情
報

９月の
休館日

図
書
館
情
報

図
書
館
情
報

６
日
㈪
・
13
日
㈪
・
16
日
㈭
・
21
日
㈫

22
日
㈬
・
24
日
㈮
・
27
日
㈪

※

16
日
㈭
成
東
図
書
館
は
開
館
し
ま
す
。

６
日
㈪
・
13
日
㈪
・
16
日
㈭
・
21
日
㈫
・
22
日
㈬

24
日
㈮
・
27
日
㈪

※

16
日
㈭
成
東
図
書
館
は
開
館
し
ま
す
。

９月の
休館日

◆
蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

図
書
館
資
料
の
確
認
・
棚
整
理
の
た
め
、

次
の
期
間
休
館
い
た
し
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
成
東
図
書
館
】
９
月
21
日
㈫
～
26
日
㈰

【
さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館
】
10
月
５
日
㈫
～

10
日
㈰

【
松
尾
図
書
館
】
10
月
12
日
㈫
～
15
日
㈮

※
各
館
で
休
館
日
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
各
図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
成
東
図
書
館
に
お
い
て
、９
月
23
日
㈭
、

25
日
㈯
、
26
日
㈰
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

イベントインフォメーション

【松尾図書館】 ☎0479（80）8066

【おはなし会】
4 日・11 日・18 日・25 日
各土曜日　午前 11 時～
【わくわく工作教室】
5 日㈰　午後 2 時～ 4 時

【さんぶの森図書館】 ☎（80）9101

【おはなし会】
4 日・11 日・18 日・25 日
各土曜日　午後 2 時～
【ビデオ上映会】

4日「アラジンとまほうのランプ」他（約22分）
11 日「長ぐつをはいたねこ」他（約 22 分）
18 日「ドン・キホーテ」他（約 22 分）
各土曜日　午後 2 時 45 分～

【成東図書館】 ☎（80）2299

【こだまおはなし会】
４日・18 日
各日土曜日　午後 2 時半～
【０・１・２・３わらべうたの会】
（0 ～ 3 歳のお子さんと保護者・要申込）
9 日㈭　午前 10 時半～
【のぎくげきじょう】
12 日㈰　午前 10 時～
【絵本をたのしむ会】
12 日㈰　午前 11 時～

◆
成
東
図
書
館

【私のイチオシ本　募集中！】

【新着案内】　 ※ 市内の図書館に 1,036 冊の新着本が入りました。一部をご紹介します。

　屏風のぞきがいなくなった！　あの
日、左右に分かれた道で、右を選んだ
若だんな。そんなつもりじゃなかった
のに……。妖オールスターのお花見や、
佐助よりも強い女（？）も登場！

「しゃばけ」シリーズ最新刊！

　人が生きて行くには痛みが伴う。
そして、人の数だけ痛みがあり、傷
むところも、傷み方もそれぞれちが
う…様々に生きづらさを背負う人間
たちの業を、林蔵があざやかな仕掛
けで解き放つ。巷説シリーズ第５弾。

　図書館で推薦したい１冊
についての手作りポップを
募集しています。
締切：９月15日㈬まで
応募資格：小学生以上

　　▲ポップ見本
賞及び賞品：小学生・中学生・一般の部で賞を決定
します。受賞者には、賞状と記念品を差し上げます。
詳しい応募内容は、図書館にお問い合わせください。

■『ゆんでめて』
　…畠中恵／著＜新潮社＞

■『西巷説百物語』
…京極夏彦／著＜角川書店＞

て
新
聞
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

【
０
、１
歳
児
と
楽
し
む
あ
か
ち
ゃ
ん
の
え

ほ
ん
あ
そ
び
】

日　

時　

９
月
７
日
㈫
・
14
日
㈫

　

※
２
回
連
続
講
座
で
す
。

場�　

所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階
リ

ハ
ー
サ
ル
室

【
Ａ
コ
ー
ス
】
午
前
10
時
～
（
30
分
か
ら

40
分
）「
よ
ち
よ
ち
歩
き
」
の
赤
ち
ゃ
ん

対
象

【
Ｂ
コ
ー
ス
】
午
前
11
時
～
（
30
分
か
ら

40
分
）「
ね
ん
ね
」
か
ら
「
は
い
は
い
」

図書館情報
お知らせ

の
赤
ち
ゃ
ん
対
象

※
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

【
初
心
者
か
ら
の
読
み
き
か
せ
講
座
】

日　

時　

９
月
15
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

場�　

所　

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ

視
聴
覚
室

対�　

象　

学
校
な
ど
で
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
方
・
読
み
聞
か

せ
に
興
味
の
あ
る
方

内�　

容　

読
み
聞
か
せ
を
す
る
時
の
本
の

持
ち
方
や
、
読
み
方
、
本
の
選
び
方
な

ど
、
基
礎
的
な
こ
と
を
図
書
館
司
書
が

お
話
し
し
ま
す
。
ま
た
、
絵
本
や
、
参

考
図
書
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

※
６
月
13
日
開
催
し
た
講
座
と
同
じ
内
容

で
す
。

◆
さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館
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お

知

ら

せ

■
第
65
回
国
民
体
育
大
会
出
場

　

松
尾
高
等
学
校
３
年

　

永な
が
の野　

高た
か
ひ
ろ博
さ
ん
（
日
向
台
在
住
）

　

永
野
さ
ん
は
、
９
月
25
日
㈯
か
ら
千
葉

県
で
開
催
さ
れ
る
第
65
回
国
民
体
育
大
会

（
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
２
０
１
０
）
で
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
に
出
場
し
ま
す
。

　

昨
年
、
新
潟
で
開
催
さ
れ
た
ト
キ
め
き

新
潟
国
体
に
引
き
続
い
て
の
出
場
と
な
り

ま
す
。

■ 

山
武
市
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連
合
会

平
成
22
年
度
表
彰
式

　

平
成
22
年
度
山
武
市
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
連
合
会
表
彰
式
が
、
７
月
３
日
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
指
導
者
の
部
で
は

永
年
の
少
年
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る
指

導
に
対
し
て
、
児
童
の
部
に
お
い
て
は
継

続
的
な
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
活
躍
に
対

し
て
連
合
会
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
一
覧
（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
所

属
チ
ー
ム
）

【
指
導
者
の
部
】　　

　

矢
部　

幸
一

　
　
　
（
山
武
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　

小
暮　

営
次
（
Ｆ
Ｃ
蓮
沼
Ｂ
Ｂ
）

【
児
童
の
部
】　　
　

　

土
屋　

一
輝
（
Ｆ
Ｃ
蓮
沼
Ｂ
Ｂ
）

　

前
野　
　

彩
（
美
杉
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）

　

阿
部　

宏
海

　
　
　
　
（
美
杉
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

　

阿
部　

遼
平
（
山
武
シ
ャ
ー
ク
ス
）

　

勝
又　

亜
美

　
　
　
（
山
武
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　

吉
原　

裕
貴
（
成
東
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

　

小
川　
　

綾
（
南
郷
ヤ
ン
キ
ー
ス
）

　

鬼
島　

幸
哉
（
鳴
浜
Ｂ
Ｂ
Ｃ
）

　

鈴
木　

隆
介
（
成
東
少
年
剣
友
会
東
）

　

北
野　

大
輝
（
ク
レ
シ
エ
ン
テ
成
東
）

　

渡
辺　
　

魁
（
鳴
空
会
）

■
山
武
市
テ
ニ
ス
大
会
（
ミ
ッ
ク
ス
）

期　

日　

９
月
26
日
㈰

　

雨
天
時　

10
月
３
日
㈰

受　

付　

８
時
30
分

場　

所　

成
東
総
合
運
動
公
園

種　

目　

混
合
ダ
ブ
ル
ス
24
組

参
加
資
格　

オ
ー
プ
ン

参
加
費
用　

１
組
２
千
円

申�

込
期
限　

９
月
19
日
㈰

申�

込
方
法　

成
東
総
合
運
動
公
園
に
設
置

し
た
申
込
書
に
よ
り
申
し
込
む
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
可
。　

（80）
３
７
１
６

　
　

市
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部　

武
田

　
　
　

☎
０
９
０（
１
４
６
１
）３
５
６
４

■
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

期　

日　

10
月
～
12
月
（
３
ヶ
月
間
）

時　

間　

変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

○ 

中
学
生
：
金
曜
日
（
午
後
６
時
15
分
～

９
時
）、
土
曜
日
（
午
後
３
時
15
分
～

５
時
15
分
）

○ 

小
学
生
：
土
曜
日
（
午
後
１
時
15
分
～

３
時
）

場�　

所　

成
東
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

対�

象
者　

市
内
中
学
生
・
小
学
生
の
初
心

者
※
小
学
生
は
３
年
生
以
上
が
対
象

募
集
人
数　

各
16
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

有

※
参
加
人
数
に
よ
り
変
動
す
る
た
め
詳
細

は
、
山
武
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
小
川
ま

で
確
認
願
い
ま
す
。

申
込
期
間　

９
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

申�

込
方
法　

成
東
総
合
運
動
公
園
管
理
事

務
所
に
参
加
申
込
書
を
送
付
す
る
。（
持

参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
）

※
参
加
申
込
書
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　

成
東
総
合
運
動
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　

☎
（80）
３
７
１
５
／　

（80）
３
７
１
６

　
　

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
小
川

　
　
　

☎
０
９
０（
４
８
３
１
）１
０
４
５

※
受
付
時
間
平
日
午
後
６
時
～
午
後
９
時

土
・
日
午
前
９
時
～
午
後
８
時

■
山
武
市
民
テ
ニ
ス
大
会

　

７
月
４
日
、
成
東
総
合
運
動
公
園
を
会

場
に
市
民
テ
ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

男
女
合
わ
せ
30
組
、
60
人
の
参
加
が
あ

り
、
梅
雨
空
け
の
中
、
８
時
間
に
お
よ
ぶ

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
ダ
ブ
ル
ス

Ａ
グ
ル
ー
プ　

優　

勝　

酒
井
・
村
井
組

　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

小
高
・
篠
崎
組

Ｂ
グ
ル
ー
プ　

優　

勝　

菊
池
・
滝
口
組

　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

平
野
・
大
場
組

Ｃ
グ
ル
ー
プ　

優　

勝　

中
村
・
平
山
組

　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

長
野
・
佐
野
組

女
子
ダ
ブ
ル
ス

Ａ
グ
ル
ー
プ　

優　

勝　

伊
東
・
中
原
組

　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

浅
井
・
小
沼
組

Ｂ
グ
ル
ー
プ　

優　

勝　

子
安
・
京
相
組

　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

石
丸
・
渡
部
組

Ｃ
グ
ル
ー
プ　

優　

勝　

金
澤
・
北
田
組

Ｄ
グ
ル
ー
プ　

優　

勝　

秋
元
・
三
浦
組

問

問 申

参

加

者

募

集

結

果

発

表

▲受賞した皆さん
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問

　今年で４回目を迎える市民体育祭です。家族や友だちを誘ってぜひご参加ください。
市内 13 支部（小学校区）に分かれての対抗種目に加えて、小学生が自由に参加できるオープン種目も用意し
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  スポーツ振興課　☎（80）1461

　毎年ご好評をいただいております山武市民号を、今年も「ふれあい市
町民号」として、お隣の横芝光町と合同で開催いたします。
　今回の市町民号は、ひっそりとした山里の風情と平家の落人が隠れ住
んだとの伝説が残る湯西川温泉を訪ねます。
　お座敷列車に揺られ、カラオケや車窓からの景色をお楽しみいただく
とともに、秘境の面影を今なお色濃く残す温泉と平家落人が食したと言われるお狩場焼きをご堪能ください。
　ご近所・お友達をお誘いあわせのうえ、ぜひ多数のご参加をお待ちしております。
　期　　日　平成 22 年 11 月 11 日㈭～ 12 日㈮　１泊２日
　費　　用　３６，０００円
　宿 泊 先　湯西川温泉　「花と華」
　募集人員　１８０人
　　　　　　山武市役所企画政策課　☎（80）1131

お座敷列車で行く
　湯西川温泉の旅『ふれあい市町民号』
お座敷列車で行く
　湯西川温泉の旅『ふれあい市町民号』

※天候・その他運行上の都合でコースの一部を変更する場合があります。　－お座敷列車　＝貸切バス

第４回市民体育祭　10月10日㈰　松尾運動公園陸上競技場第４回市民体育祭　10月10日㈰　松尾運動公園陸上競技場

時　間 種　　　　　目 出場者※表記中の「一般」とは高校生以上
１・２ ９：３０ 小学生（３年生以下）７０ｍ競走 ３年生以下男女各１人
３・４ ９：３８ 小学生（４年生以上）１００ｍ競走 ４年生以上男女各１人
５・６ ９：４６ １８歳以上１００ｍ競走 １８歳以上男女各１人（高校生を除く）
７・８ ９：５４ ３５歳以上１００ｍ競走 ３５歳以上男女各１人

９ １０：０２ 二人三脚リレー 一般男女各４人
10 １０：１２ 玉入れ 小中学生５人・５０歳以上１０人（男女各５人）
11 １０：３５ 松の廊下リレー 一般男子４人
12 １０：４５ 支部対抗綱引き（１回戦） 一般男女各１０人（補欠各５人）

13・14 １１：００ 支部対抗リレー男女予選 小学生（３年生以下）・小学生（４年生以上）
３５歳以上・１８歳以上・２５歳以上・中学生　各１人

15 １１：２０ 親子でバン 親子１組（就学前児童）
16 １１：３０ みんなでジャンプ 小中学生５人・一般７人（男４人・女３人）

17 １１：５０ 飛び入りマラソン（オープン参加） 小学３年生以下８００ｍ／小学４年生以上（一般も可）
１２００ｍ

18 昼休み　　親子（就学児前の児童） 親子でできる種目を予定
19 １３：００ 百足競走 一般男女５人（男性３人まで）

20・21 １３：１０ 三人４脚競走男女 ３０歳以上男女各３人
22 １３：３０ 意のままにならず ４０歳以上男女各４人
23 １３：４０ ボール運びリレー ６０歳以上男女各１０人（男性５人まで）
24 １３：５０ 支部対抗綱引き（準々決勝・準決勝・決勝） 一般男女各１０人（補欠各５人）

25・26 １４：１０ 支部対抗リレー男女決勝 小学生（３年生以下）・小学生（４年生以上）
３５歳以上・１８歳以上・２５歳以上・中学生　各１人

27 １４：３０ 場内クリーン大作戦 参加者全員

申  ・  問

横芝駅－松尾駅－成東駅－日向駅－〈お座敷列車〉－宇都宮駅＝大晃〈昼食・餃子食べ放題〉
7:27 頃発　　　  7:50 頃発　　　　　　　　　　  12:48 頃着
＝ホテル（湯西川温泉「花と華」）
　17:00 頃着

ホテル＝日光ろばたづけ＝日光東照宮〈下車観光〉＝磐梯日光店〈昼食・買物〉＝宇都宮駅
9:00 頃発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15:20 頃発
－〈お座敷列車：車中夕食〉－日向駅－成東駅－松尾駅－横芝駅
　　　　　　　　　　　　　　　　　19:18 頃　　　　19:32 頃着

11/11 ㈭

11/12 ㈮

▲お座敷列車「ニューなのはな号」
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「目の愛護デー」電話無料相談

　千葉県眼科医会会員が目の健康
についての相談にお答えします。
※事前申し込み不要
日時　10 月 11 日㈪　
　　　午前９時～午後４時
相�談電話　☎ 043（242）4271（当

日のみ）
問合せ　千葉県眼科医会事務局
　☎ 043（275）2354

軽油は県内で買いましょう
　軽油引取税は、教育・福祉・道
路整備などに使われます。
ＮＯ ! 不正軽油宣言
　不正軽油の製造・販売・使用は、
軽油引取税の脱税だけでなく、県
民の健康や地域の環境に悪影響を
与える悪質な犯罪行為です。
問�合せ　千葉県佐倉県税事務所軽

油引取税班　☎043（483）1116

職種　４９職種５３作業
　 機械保全 / 建築大工 / 配管 / 和

裁 / パン製造 / 菓子製造 / 金型
製作 / 工場板金 / めっき　等
受�検資格　原則として各職種とも

所定の実務経験が必要
受検手数料　実技 16,500 円
　学科 3,100 円
受�付期間　９月 27 日㈪～ 10 月

８日㈮
受�付場所・問合せ　千葉県職業能

力開発協会　技能検定課
　☎ 043（296）1150
　http://www.chivada.or.jp

日時　９月11日㈯
　　　午前９時半～正午
場所　東総運動場陸上競技場
参�加費　３００円（テキスト・保

険料）　※先着 50 人
申�込み・問合せ　東総運動場管理

事務所　☎ 0479（68）1061

日時　10 月２日㈯
　　　午前 10 時～午後零時半
場所　野田看護専門学校
申�込方法　参加者氏名・所属（学

校名・勤務先等）を電話にてご
連絡ください。
申込期間　９月13日㈪～30日㈭
申�込み・問合せ
　千葉県立野田看護専門学校
　☎04（7121）0222
※受付 : 平日午前９時～午後５時

相談日
　【膠原病系】９月 27 日㈪
　 原因不明の発熱・関節の痛み・

手足の冷えや出血症状などでお
悩みの方

※ 相談医師　成田赤十字病院
　内科　平栗雅樹医師
　【神経系】10 月 21 日㈭
　 言葉がスムーズに話せない・歩

きづらい・手足のしびれや筋肉
のやせ・ふらつきなどの症状で
お悩みの方

※相談医師　成田赤十字病院
　神経内科　片山薫医師
時間　午後１時半～４時※予約制
場�所　山武健康福祉センター（山

武保健所）
問�合せ　山武健康福祉センター健

康生活支援課　☎（54）0611

　許認可・登録申請、遺言や相続、
契約、届出の書類作成など暮らし
の困りごと電話相談を行っていま
す。
日時　毎月第２火曜日　
　　　午前 10 時～午後４時
相談電話番号　千葉県行政書士会
　☎ 043（227）8009

　米粉でパンと惣菜を作ります。
日時　10 月６日㈬
　　　午前９時～午後１時
場�所　農村環境改善センター（松尾

ふれあい館）※先着 20 人
参加費　５００円（材料代）
持ち物　エプロン・三角巾
申込み・問合せ　アグリさんむ事
務局　農林水産課　☎（80）1211

日�時　【第１クラブ】毎月第２・
第４水曜日　午前 10 時～正午

　 【第２クラブ】毎月第１・第３
土曜日　午前 10 時～正午
場所　成東中央公民館
問合せ　
第１クラブ代表 木下☎（82）0578
第２クラブ代表 伊藤☎（84）3186

日時　毎月第２・第４金曜日　
　　　午前 10 時～正午
場所　さんぶの森中央会館
問合せ　綿貫☎（88）1591

　校内見学大歓迎です。
募�集科目　①ＮＣ機械加工科（１

年間）②自動車整備科（２年間）
募�集期間　９月 27 日㈪～ 10 月

８日㈮
選考日　10 月 18 日㈪
問�合せ　千葉県立旭高等技術専門

校　☎ 0479（62）2508

　知的障害関係福祉分野で仕事を
したい方
問合せ　秩父学園養成所 
　☎ 04（2992）4137 
http://www.chichibu-gakuen.
go.jp

お知らせ

募　集

お知らせ

募　集

航空科学博物館
    からのお知らせ
航空科学博物館
    からのお知らせ

千葉県職業能力開発協会
後期技能検定試験

秋のウォーキング講習会

千葉県立野田看護専門学校
学校説明会

難病の個別面接相談

米粉料理教室

パンの花クラブ会員募集

旭高等技術専門校　平成23年度
高等学校推薦生徒募集

国立障害者リハビリテーションセ
ンター自立支援局秩父学園附属保
護指導職員養成所　生徒募集

茶道サークル杉の会（表千家）
会員募集

千葉県行政書士会　
無料電話相談会のお知らせ

軽油引取税についてのお知らせ



23 ☎／市外局番の記載のないものは『0475』です
広報さんむ

2010.9月

情 報 通 信

　改修工事のため、下記の期間使
用中止となります。ご迷惑をおか
けしますが、ご理解、ご協力をお
願いします。
期間　 平 成 22 年 11 月 30 日 ～

平成 23 年１月 15 日まで
問�合せ　さんぶの森公園管理事務

所　☎（80）9100

　防水改修工事を行いますのでご
来館の際は注意してください。な
お、工事期間中も通常通り開館し
ております（休館日は除く）。
工�事期間　平成 22 年 10 月上旬

～平成 23 年２月上旬
問�合せ　さんぶの森公園管理事務

所　☎（80）9100

　山武市結婚相談連絡会では、市
内の希望者を対象に相談会を開催
します。
日�時　９月から３月までの毎月第

２日曜日
受付時間　午後１時～３時半
※写真を持参してください。
問�合せ　山武市結婚相談連絡会事

務局　農林水産課
　☎（80）1211

　公正証書等の作成（遺言・契約・
会社の定款・私文書の認証）に関
する事項の相談を受けられます。
※電話での相談は不可
日�時　10 月 １ 日 ㈮　 午 前 10 時

～正午、午後１時～３時
場�所　千葉地方合同庁舎（千葉地

方法務局）１階会議室
　千葉市中央区中央港１－11－３
問合せ　千葉地方法務局
　☎ 043（302）1311

　「国体の前に県内からゴミをな
くし、きれいな街で他県の方々を
お迎えしましょう」を合言葉に、
千葉県内の全市町村において「同
じ日・同じ時間・同じ想い」で一
斉ゴミ拾いを行います。ご協力お
願いします。
日時　９月 18 日㈯
　　　午前 10 時スタート
場所　本須賀海岸
問合せ　まるごみ実行委員会
　☎ 043（201）5515

　九十九里浜を歩き清掃を行いな
がら、自然環境の保全を考えるエ
コウォーキング。ゴール地点では
地元産品をお配りします。
日時　10月３日㈰午前８時半から
集�合場所　国民宿舎サンライズ

九十九里
コ�ース　①サンライズ九十九里

か ら 片 貝 漁 港 往 復（ 約 10 キ
ロ）②白子海岸からサンライズ
九十九里まで（約７キロ）
参加費　無料
申�込期限　９月 27 日㈪　午後５

時まで
申込先　㈶千葉県観光公社
　☎ 043（222）9175
問合せ　山武市商工観光課　
　☎（80）1202

　普段なかなかお目にかかれない
航空部品やエアライングッズなど
格安のお値段で販売しています。
日�時　９月 11 日㈯～ 12 日㈰　

午前 10 時～午後５時（２日目
は午後４時まで）
場�所　航空科学博物館　１階多目

的ホール
問合せ　航空科学博物館
　☎ 0479（78）0557

日�時　９月 29 日㈬～ 10 月３日
㈰午前９時～午後４時（最終日
は午後３時まで）
場所　成東中央公民館
問合せ　鈴木☎（84）2072

　固定物や汚泥が浄化槽内に溜ま
りすぎると、悪臭や浄化槽の故障・
水質悪化の原因となります。
　浄化槽が正常な働きを保つため
に、清掃は法律で年１回以上行う
ことが義務付けられています。き
れいな水を維持するためにも、清
掃の実施をお願いします。
山武郡市広域行政組合清掃業の許
可業者
㈱五十嵐商会（東金市）☎（58）
5249/ ㈱新興ウオターマネージ
メ ン ト 工 業（ 東 金 市 ） ☎（54）
2231/ ㈲環境衛生センター（東
金市）☎（58）2304/ ㈲渡辺清
掃（東金市）☎（58）3308/ ㈲
甲斐浄化槽サービス（大網白里町）
☎（77）1717/ ㈲成東浄化槽セ
ンター（山武市）☎（82）0202
問�合せ　山武郡市広域行政組合環

境衛生課料金係　☎（54）0531
 

　
入場無料。軽食をご用意します。
日時　９月５日㈰ 午前９時半
場所　成東文化会館のぎくプラザ
問�合せ　芸術文化協会民謡部会会

長　中島　☎（82）3150　

日時　９月１９日㈰　 午前９時
場所　成東文化会館のぎくプラザ
問�合せ　芸術文化協会カラオケ部

会　部会長  鈴木  ☎（82）6474

お知らせ

募　集

お知らせ

募　集

航空科学博物館
    からのお知らせ
航空科学博物館
    からのお知らせ

さんぶの森中央体育館
使用中止期間のお知らせ

まるごみ’10～100年たっても
地球（あなた）となかよし～

九十九里浜エコウォーキング
フェスタ２０１０

第16回山武書道展

山武市芸文協　民謡部会発表会

山武市芸文協
カラオケ部会発表会

浄化槽の清掃を行いましょう！

航空科学博物館
「航空ジャンク市」

無料公証相談
～公証週間10月１日から7日～

結婚相談会の開催

さんぶの森文化ホール・さんぶの
森図書館防水改修工事のお知らせ
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5日㈰ もつ焼きその他販売/豆腐コロッケ・ドーナ
ツ販売

12日㈰ 抽選会　お買い上げ抽選会（千円以上1回）
季節の果物プレゼント

19日㈰ 新米おにぎり試食・新米販売（予定）/焼
き物・揚げ物販売

20日㈷ 焼き物・揚げ物販売/豆腐コロッケ・ドーナ
ツ販売

23日㈷
抽選会　お買い上げ抽選会（千円以上1回）
1等：新米2ｷﾛ、2等：季節の果物プレゼン
ト

26日㈰
スープサービス/新米おにぎり試食・新米
販売（予定）/住宅相談・包丁研ぎ・まな
板削り（各100円）9時～14時

※６日㈪　休館日
☎（８０）５０２０　
※天候により中止となるイベントがあります。	

相談名 期日 時間 場所 問い合わせ先

人
権
行
政
相
談

人権相談のみ ７日㈫

13：30～16：30
（受付は16時まで）

山武福祉センター

市民課市民生活係
☎（８０）1２７１

人権行政相談 14日㈫ 山武市役所

人権相談のみ
21日㈫

農村環境改善センター

行政相談のみ 山武福祉センター

人権行政相談 28日㈫ 蓮沼出張所

交通事故巡回相談 30日㈭ 10：00～15：00 山武市役所 市民課市民生活係
☎（８０）1２７１

消費生活相談

3日㈮
6日㈪
10日㈮
13日㈪
17日㈮
24日㈮
27日㈪

9：00～16：30 山武市役所
山武市
消費生活相談窓口
☎（８２）８４５３

心と身体の
相 談 室 デ ィ
サービス教室
『Ｗai（ﾜｲ）
　　Ｗai（ﾜｲ）』

7日㈫ 14：00～16：30 松尾ＩＴ
保健福祉センター 社会福祉課

障がい福祉係
☎０４７９
（８０）８３６４

14日㈫ ９：30～13：00

21日㈫ 14：00～16：30 山武出張所

28日㈫ 14：00～16：30 家庭訪問相談

心
配
ご
と
相
談

一般相談

7日㈫

13：30～16：30

山武福祉センター

山武市
社会福祉協議会
☎（８２）７１０２

14日㈫ 成東老人福祉センター

21日㈫ 農村環境改善センター
山武福祉センター

28日㈫ 蓮沼中央会館

弁護士相談
（要予約）

1日㈬

13：30～16：30

蓮沼中央会館

8日㈬ 山武福祉センター

15日㈬ 成東老人福祉センター

22日㈬ 農村環境改善センター

税理士による
無料相談
（要予約）

1日㈬
10：00～15：00 東金商工会館 県税理士会東金支部

☎（５０）６３２２15日㈬

行政書士による
無料相談 16日㈭ 13：00～16：00 東金市役所市民相談室

行政書士会
東総支部山武
☎（８０）７６５０

労災職業病
なんでも相談 25日㈯ 13：00～16：00

千葉市中央コミュ
ニティセンター
6F　61講習室

千葉中央法律事務所
☎０４３
（２２５）４５６７

多重債務
365日電話相談

多重債務365日
電話相談窓口
☎０４３
（２４７）０４４１

無料法律相談
（要予約）

2日㈭
9日㈭
16日㈭

13：00～16：00 県庁

県総合企画部
報道広報課広聴室
☎０４３
（２２３）２２４９
又は２２５０

県消費者センター
による無料電話相談

月～金
土　

9：00～16：30
9：00～16：00

県消費者センター
☎０４７
（４３４）０９９９

ナイター
無料法律相談
（要予約）

14日㈫ 18：00～21：00 東金市立中央公民館

千葉司法書士会
つくも支部
☎（５０）３８００

各種相談窓口

この他の主な行事
●古文書講座　日　時　９月16日㈭　14：00～16：00
　　　　　　　場　所　成東文化会館のぎくプラザ
　　　歴史民俗資料館　☎（８２）２８４２問

オライはすぬま　　 のイベント
道の駅

9月

休日納税窓口　９月 26日㈰
　　　　　　　午前９時～午後５時
夜間納税窓口　９月 30日㈭　
　　　　　　　午後５時半～８時
場　所　市役所　収税課
　　収税課　☎（８０）１１５１

日　時　９月 26 日㈰　午前９時～午後５時
場　所　　市役所　市民課
※戸籍・住民票関係（住民票写し・戸籍に関
する証明書・印鑑登録証明書・住所証明書の
交付、印鑑登録新規・廃止の受付・ただし住
民票の異動手続きはできません）
　　市民課　☎（８０）１１４１
※市県民税関係（所得・課税・非課税証明書
の交付）
　　課税課　☎（８０）１２８１

 休日納税窓口・夜間納税窓口 休日納税窓口・夜間納税窓口

 休日証明窓口業務 休日証明窓口業務

問

問

問

固定資産税　　　第３期　９月 30日㈭
国民健康保険税　第３期　９月 30日㈭
　市税の納付には、簡単・便利・安心な口座振
替をご利用ください。コンビニエンスストアや
指定金融機関などでも納付できます。

今 月 の 納 期
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期日 ＋休日当番医  内：内科　外：外科

５
日
㈰

橋本医院（大網白里）
☎（72）0134

内

鈴木医院（横芝光）
☎0479（82）0126

内

季美の森整形外科（大網白里）
☎（70）8951

外

12
日
㈰

西田医院（東金）
☎（53）1393

内

原田医院（芝山）
☎0479（77）0056

内

季美の森整形外科（大網白里）
☎（70）8951

外

19
日
㈰

板倉内科医院（大網白里）
☎（72）6174

内

鈴木医院（山武）
☎（89）1002

内

とし整形外科クリニック（横芝光）
☎0479（82）7770

外

20
日
㈷

日吉台クリニック（東金）
☎（53）0510

内

成東医院（山武）
☎（82）2235

内

東葉クリニック大網脳神経外科（大網白里）
☎（73）7011

外

23
日
㈷

佐久間医院（大網白里）
☎（72）0638

内

京葉内科クリニック（山武）
☎（82）2400

内

古川医院（山武）
☎（82）2202

外

26
日
㈰

高橋医院（九十九里）
☎（76）3101

内

よしみ医院（山武）
☎（82）8676

内

山崎医院（横芝光）
☎0479（82）0561

外

※都合により変更になる場合があります。

休日当番医テレホンガイド
　　　　　　　　　　　　  ☎（５０）２５３１ 

松尾 IT 保健福祉センター☎ 0479（80）8383

今月のこども園・保育所開放
開放時間　午前９：３０～１１：００

　８日㈬　成東・緑海・鳴浜保育所
　　　　　なんごうこども園
１０日㈮　まつおこども園・大平・豊岡保育所
１５日㈬　なんごうこども園・緑海保育所
２１日㈫　まつおこども園・大平・豊岡保育所
２９日㈬　成東・鳴浜保育所
　　子育て支援課保育係　☎0479（80）8394問

保健事業 日　　　時 場　　所
すくすく広場（歯科相談） 1日㈬ 10：00～11：30 まつおこども園

すくすく広場（絵本遊び等）
2日㈭

13：30～15：00
山武保健セン
ター

定期健康相談 予約制
松尾 IT 保健福
祉センター

ポリオ集団予防接種
6日㈪

受付13：00～
13：45

松 尾 IT 保健福
祉センター

のびのび発達相談 予約制

ことばの相談 7日㈫ 予約制
松尾 IT 保健福
祉センター

いい歯モグモグクラス
8日㈬

申込み制
松尾 IT 保健福
祉センター

リハビリの集い（美郷会） 9：30～11：30
本郷生活研修セ
ンター

長寿ゼミナール
（いきいきわくわく教室）

9日㈭ 10：00～14：30
さんぶの森中央
体育館

のびのび発達相談
カンガルーひろば

10日㈮
予約制

松尾 IT 保健福
祉センター

運動相談 予約制
松尾 IT 保健福
祉センター

乳児健診 14日㈫ 13：15～14：00
さんむ医療セン
ター

３歳児健診
15日㈬

13：00～14：00
成東保健福祉セ
ンター

リハビリの集い（美郷会） 9：30～11：30 日向中央公民館

１歳６か月児健診 16日㈭ 13：00～14：00
成東保健福祉セ
ンター

２歳６か月児歯科健診 17日㈮ 9：00～9：30
成東保健福祉セ
ンター

ことばの相談 21日㈫ 予約制
松尾 IT 保健福
祉センター

のびのび発達相談
22日㈬

予約制
松尾 IT 保健福
祉センター

リハビリの集い（美郷会） 9：30～11：30 寿公民館

のびのび発達相談 24日㈮ 予約制
松尾 IT 保健福
祉センター

すくすく広場
（ベビーマッサージ）

27日㈪
予約制

蓮沼保健セン
ター

ことばの相談 予約制
松尾 IT 保健福
祉センター

すくすく広場 28日㈫ 10：00～11：30
なんごうこども
園

のびのび発達相談 10月 4日㈪ 予約制
松尾 IT 保健福
祉センター

ポリオ集団予防接種
5日㈫

受付13：00～
13：45

成東保健福祉セ
ンター

ことばの相談 予約制
松尾 IT 保健福
祉センター

すくすく広場 6日㈬ 10：00～11：30 まつおこども園

定期健康相談 7日㈭ 予約制
松尾 IT 保健福
祉センター

のびのび発達相談
8日㈮

予約制
松尾 IT 保健福
祉センター

運動相談 予約制
成東保健福祉セ
ンター

ことばの相談 12日㈫ 予約制
松尾 IT 保健福
祉センター

のびのび発達相談
13日㈬

予約制
松尾 IT 保健福
祉センター

リハビリの集い（美郷会） 9：30～11：30
本郷生活研修セ
ンター

すくすく広場（絵本遊び等）
14日㈭

13：30～15：00
山武保健セン
ター

ヘルスアップ教室 申込み制
松尾 IT 保健福
祉センター
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Camera

　「家の近くの山林に、数十個の花をつけた山ユリ
が咲いています」と森在住の佐々木さんから連絡
がありました。昨年よりは少ないとのことでしたが、
行って見ると数えきれないほどの花をつけた、見
事な山ユリが咲いていました。

　４月 15 日に、
山 武 市 の ㈱ ナ
ミカワ不動産か
ら、山武市内の
各 小 学 校 へ 合

計１，１５０株のサンパチェンスが寄贈されました。
　この花は、二酸化炭素（CO2）削減に大きな効果を持つ
花といわれています。
　４月には小さかった株もこんなに大きく育ち、綺麗な花
が咲きました。

　山武市農家生活研究会（アグリさんむ）は７月
27 日、千葉県庁を訪れ、千葉国体マスコットの

「チーバくん」と「アジサイの花」の太巻き寿司
の実演を行いました。当日は、会員たちが緊張し
ながらも手際よく巻き進め、切り口を披露すると
歓声があがりました。
　実演後、森田知事に試食していただき、「寿司
巻きは初めて見たが感動した。見事な出来栄えで
食べるのが惜しいくらいだ」と賛辞をいただきま
した。
　今月 25 日の国体開会式当日は、会場に隣接す
る「おもてなしゾーン」へ、山武市のＰＲのため
太巻き寿司や市の特産品を出展する予定です。

森田健作知事に太巻き寿司を披露

千葉県知事も感動

本須賀八坂神社祭礼

勇ましい掛け声が飛び交う

山ユリ　～森～

たくさんの花をつけました

サンパチェンスの寄贈

環境にやさしい花です

◀みごとな太巻き寿司

▲熱気あふれる伝統の『浜下り』

◀子どもたちが、
丹精を込めて育

てました

　７月３１日、伝統の本須賀八坂神社祭礼『浜下り』が
行われました。
　猛暑の中、行われた『浜下り』は、九十九里浜の本須
賀海岸を練り歩き、担ぎ手が神輿とともに海へ。
　波しぶきがあがり勇ましい担ぎ手の掛け声が、本須
賀海岸に響き渡りました。

▲知事を囲んで

◀
約
70
個
の
花
を
つ
け
た
山
ユ
リ
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ハーイ、タッチ▶

▲子どもたちが楽しみ
にしている「投げ菓子」

▲ラリーが続くかな

　７月 31 日、山武西小学校の校庭で『大木夏
祭り２０１０』が行われました。今年で 13 回
目です。このお祭りは、地域の人が集まれる場
を設けようと始めたそうです。
　夏祭り実行委員会が中心となり、盆踊りや子
供みこし、手作りの屋台など、みんなで力を合
わせて準備したお祭りは大盛況で、夜遅くまで
盛り上がっていました。

　ラフォーレ＆松尾ゴルフ倶楽部（松尾町八田）
では、ＣＳＲ（*）活動の一環として、コースクラブ
ハウスのモデルとなった地元「松尾城」の特別展
示を行っています。
　ゴルフ場と松尾城の繋

つな

がり、そして旧松尾町の
歴史を知っていただこうと企画。平成 21 年度企
画展「松尾城」（歴史民俗資料館）で使用の展示
物と、同倶楽部建設当時の資料が展示されています。

大木夏祭り

お祭りで地域交流

「松尾城」の特別展示

『松尾城』をモデル

杉山　愛さん（元プロテニスプレヤー）蓮沼のコートに

世界レベルの技術に触れる

　元プロテニスプレヤー杉山愛さんが８月 10
日、ジュニア育成を目的としたイベントで蓮沼
海浜公園のテニスコートに立ちました。
　杉山愛さんは、日本人選手として初めて
WTA ダブルス世界ランキング１位になり、シ
ングルス・ダブルスともに世界トップ10に入っ
た数少ない選手のひとりです。
　この日は、真夏の太陽が燦々と降り注ぐなか、
子どもたちを相手に世界のトップレベルの技術
を披露することで、参加した子どもたちは目を
輝かせていました。

＊ CSR: （Corporate Social Responsibility）とは、企業が利益を追求するだけでなく、組織活動が社会へ与える影響に責任をもち、
あらゆるステークホルダー（利害関係者：消費者、投資家等、及び社会全体）からの要求に対して適切な意思決定をすること。

▲ 10 月 31 日まで展示



編集後記▶
結婚当時は結構実家に帰っていたが、近頃はめったに帰らなくなった。
たまに帰るが、父母がだんだん小さくなっていく。父の昔の体型、たっぷりしていて貫録があったのに。
今月２０日は、『敬老の日』。久しぶりに子どもと一緒に帰り、親（祖父母）孝行しましょう。（Ｉ）
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世
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我が家のアイドルに登録する就学前までのお子さんの写真を
募集しています。秘書広報課までご連絡ください。☎（80）1292

五十嵐　皇成くん
H21・10・25生
いつもニコニコ笑顔の皇成。
お兄ちゃんと遊ぶのが大好きです。（松尾町五反田）

こうせい

伊藤　涼太くん
H22・1・18生
パパと同じ誕生日に生まれた涼太。
お風呂が大好きでお風呂の時はニコニコ。(成東)
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PROFILE

１９６４年生まれ　旧蓮沼村出身
初代　海外・地理名誉博士
世界遺産検定マイスター
世界遺産アカデミー公認講師
道の駅　オライはすぬま観光大使

市
の
こ
ん
な
人
あ
ん
な
人
輝
く
人
を
紹
介
し
ま
す

市
の
こ
ん
な
人
あ
ん
な
人
輝
く
人
を
紹
介
し
ま
す

初
代
海
外
地
理
名
誉
博
士

初
代
海
外
地
理
名
誉
博
士

（
蓮
沼
）

片
岡

　英
夫
さ
ん

か
た 

お
か

ひ
で 

 

お

　

今
回
の
人
物
語
り
の
主
人
公
は
、
初
代
海
外

地
理
名
誉
博
士
の
片
岡
英
夫
さ
ん
で
す
。

　

片
岡
さ
ん
は
、
平
成
14
年
旅
行
地
理
協
会
主

催
の
『
旅
行
地
理
検
定
試
験
』
の
海
外
地
理
部

門
の
１
級
試
験
で
日
本
一
位
を
獲
得
し
、以
来
、

５
期
連
続
日
本
一
に
輝
き
、
平
成
17
年
に
は
初

代
『
海
外
地
理
名
誉
博
士
』
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

片
岡
さ
ん
は
、
実
家
（
蓮
沼
）
の
家
業
の

経
営
の
傍
ら
、
生
涯
学
習
の
一
貫
と
し
て
受
検

を
続
け
、現
在
も
日
本
一
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
片
岡
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
地
理
博
士

に
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
た
の
か
聞
い
て
み
る

と
、「
小
さ
い
頃
か
ら
電
車
や
時
刻
表
を
見
る

の
が
大
好
き
で
、
地
名
や
漢
字
は
時
刻
表
で
覚

え
た
く
ら
い
。」
と
話
し
ま
す
。
中
学
生
に
な

る
と
教
科
書
で
は
物
足
り
な
く
な
り
、
外
国
の

文
化
や
歴
史
な
ど
の
専
門
書
を
読
み
あ
さ
っ
て

い
た
と
言
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
学
生
だ
っ
た
の

で
地
理
と
歴
史
だ
け
は
、
成
績
が
良
く
、
他
の

教
科
は
い
ま
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
「
英
検
な
ど

の
様
に
地
理
や
歴
史
だ
け
の
試
験
が
あ
れ
ば
い

い
な
あ
」
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
平
成
９
年
に
こ
の
検
定
試
験
が
始
ま
っ

た
時
は
、「
待
っ
て
ま
し
た
！
」
と
。

　

片
岡
さ
ん
は
、
す
ぐ
に
２
番
に
な
れ
た
が
、

そ
の
後
は
な
か
な
か
１
番
に
な
れ
ず
、
悔
し
い

思
い
を
し
た
と
き
原
点
に
か
え
り
、「
好
き
だ

か
ら
受
け
る
ん
だ
。
１
番
に
な
る
た
め
じ
ゃ
な

い
」
と
肩
の
力
を
抜
い
た
の
が
よ
か
っ
た
の
か

そ
れ
か
ら
、
５
期
連
続
で
博
士
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
18
年
か
ら
始
ま
っ
た
『
世
界

遺
産
検
定
』
に
も
挑
戦
し
、
検
定
の
最
高
峰
の

『
世
界
遺
産
マ
イ
ス
タ
ー
』
に
、
平
成
20
年
冬

に
第
１
期
生
で
合
格
。
現
在
、
２
つ
の
検
定
の

最
高
峰
を
手
に
し
て
い
る
日
本
で
唯
一
の
人
物

で
す
。

　

そ
し
て
、
世
界
遺
産
ア
カ
デ
ミ
ー
公
認
講
師

を
も
務
め
、
全
国
各
地
の
大
学
・
専
門
学
校
で

講
演
を
行
い
、
世
界
遺
産
の
啓
発
な
ら
び
に
保

護
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
机
上
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま

で
２
０
０
件
ほ
ど
の
世
界
遺
産
を
実
際
に
見
聞

し
て
、
そ
の
研
究
成
果
を
市
民
大
学
な
ど
の
講

座
で
精
力
的
に
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
地
域
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
地
元
蓮
沼
地
区
の
古
い
酒
蔵
を
利
用
し
て

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
（「
舞
桜
・
酒
蔵

コ
ン
サ
ー
ト
」）
を
20
年
近
く
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。

平
成
21
年
に
は
、
地
元
の
『
道
の
駅　

オ
ラ
イ

は
す
ぬ
ま
』
の
観
光
大
使
に
任
命
さ
れ
、
地
域

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
「
私
の
持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
を
今
後
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
い
い
で

す
ね
」
と
語
る
片
岡
さ
ん
の
目
の
耀
き
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
顔
を
持
つ
片
岡
さ
ん
に
こ
れ
か

ら
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。


